
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201600167

2016-0725

2016/05/27

(事故発生地)

茨城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、本体背面下部の
機械室周辺が著しく焼損していた。○機械室の
内部配線は複数箇所で断線し、断線部に溶融痕
は認められなかったが、接続コネクターは焼失
していた。○機械室内部に小動物（ねずみ）の
死骸が認められた。○電源コードは中間部で断
線しており、断線部に溶融痕が認められたが、
通常の使用において応力が加わる位置ではなく
、また、本体側コード断線部の位置は、本体背
面側機械室、又は本体右側面下側の焼損著しい
箇所よりやや上側であった。○圧縮機用電気部
品、ファンモーター、制御基板等のその他の電
気部品に出火の痕跡は認められなかった。●当
該製品は機械室周辺から出火したと考えられる
が、焼損が著しく、確認できない部品があった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/04)電気冷蔵庫

日立アプライアンス（株）

Ｒ－４２Ｄ４

( 火災 )

A201600358

2016-1302

2016/09/19

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のＰＴＣヒーター内部に導電性異物
が侵入して絶縁破壊し、短絡が生じて焼損した
ものと推定されるが、端子部周辺の焼損は著し
く、導電性異物が侵入した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/05)電気式浴室換気乾燥暖房
機

マックス（株）

ＢＳ－１４１Ｈ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201600511

2016-1778

2016/11/26

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品は電気
掃除機の充電に使用されていた。○当該製品の
本体外郭は電源コード接続部が著しく焼損して
いた。○内部基板は、ＡＣインレット部分が著
しく焼損し、金属端子が焼失していたが、その
他の電気部品から出火した痕跡は認められず、
電流ヒューズの溶断も認められなかった。○Ａ
Ｃインレットと接続する電源コードのコネクタ
ーが焼損しており、金属端子が焼失していた。
○当該製品に接続されていた電気掃除機の動作
に異常は認められなかった。○当該製品に近接
した木製の台の上に加湿器が設置されていた。
●当該製品のＡＣインレット部分で異極間短絡
により出火したものと考えられるが、インレッ
ト部分の金属端子が焼失し確認できないことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/08)ＡＣアダプター（電気掃
除機（充電式）用）

セールス・オンデマンド（
株）（現　アイロボットジ
ャパン（同）に事業承継）

１７０６３

( 火災 )

A201600548

2016-1874

2016/11/19

(事故発生地)

長野県

　施設で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品の焼損状況から、ヒーター用内部配
線の基板はんだ付け部から出火した可能性が考
えられるが、事故発生時の詳細な状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/27)加湿器（スチーム式）

ツインバード工業（株）

ＳＫ－４９７４

( 火災 )

A201600551

2016-1883

2016/11/14

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が軽傷を
負った。

　調査の結果、○当該製品は全体に著しく焼損
し、外郭樹脂は焼失していた。○電源スイッチ
、転倒時オフスイッチ及び電源コードは確認で
きなかった。○残存している内部配線の一部に
断線が認められたが、断線部に溶融痕は認めら
れなかった。○ヒーター端子部に溶融等の異常
は認められず、ヒーターに異常は認められなか
った。○当該製品の周辺には可燃物（紙）が散
乱していた。●当該製品の残存する電気部品に
出火の痕跡は認められなかったが、焼損が著し
く、確認できない部品があったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定に至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/28)電気ストーブ

ユアサプライムス（株）

不明（ＹＡ－Ｄ８００と推
定）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201600621

2016-2057

2017/01/00

(事故発生地)

千葉県

　事務所で当該製品をコンセントに接続
していたところ、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○事故発生当時、当該製品に加
湿器２台を接続して使用していた際に、異臭が
したため確認したところ、当該製品の電源プラ
グが焼損していた。○当該製品は３口の延長コ
ードであり、机の下の床面に置かれていた露出
ボックス型コンセントに接続されていた。○露
出ボックス型コンセントは、床面に固定されて
いなかった。○当該製品の栓刃可動部は、片極
が焼損、溶融し、栓刃が外れていたが、もう一
方の栓刃可動部に異常発熱した痕跡は認められ
なかった。○その他の電気部品に異常発熱した
痕跡は認められなかった。○当該製品は製造か
ら２６年経過していたが、過去の使用状況は不
明であった。●当該製品は、電源プラグの栓刃
可動部で接触不良が生じ、栓刃が異常発熱して
焼損したものと考えられるが、事故発生以前の
取扱状況等が不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/26)延長コード

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＨ２７３３ＴＷＰ

( 火災 )

A201600639

2016-2105

2017/01/18

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を延長コードに接続して使用
していたところ、当該製品の電源コード
部及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は１口の延長コード
に接続され、その延長コードは他の電気製品４
つとともに６口の延長コードに接続され、さら
にその６口延長コードは他の電気製品５つとと
もに別の６口の延長コードに接続されていた状
態でコンセントに接続されており、ヒーターモ
ードで作動していた。○当該製品の電源プラグ
の栓刃及び栓刃付近の樹脂に著しい焼損が認め
られた。○電源プラグの栓刃には変色が認めら
れ、一方の栓刃は芯線カシメ部で溶断し、もう
一方は芯線がカシメ部で断線し、延長コードの
刃受金具に挿入された状態で残存していた。○
電源プラグ側の芯線及びカシメ部の状態は確認
できなかった。○電源プラグを接続していた延
長コードの外郭樹脂及び刃受金具は焼損してい
たが、外郭樹脂は元の形状を保っており、刃受
金具の芯線の溶断及び断線は認められなかった
。○取扱説明書には、「延長コードを使用しな
い。」旨、記載されている。●当該製品の電源
プラグ内部で異極間短絡が生じて電源プラグ樹
脂部が炭化し、焼損したものと考えられるが、
焼損した電源プラグの栓刃カシメ部の詳細が確
認できなかったことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/31)電気冷温風機

ダイソン（株）

ＡＭ０５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201700012

2017-0061

2017/03/23

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を充電中、当該製品を焼損す
る火災が発生し、１名が軽傷を負った。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡により出火したものと推定されるが、電池セ
ルの焼損が著しいため、内部短絡した原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/06)スピーカー（充電式）

（株）ブレイク

なし

( 火災 )

A201700015

2017-0065

2017/03/22

(事故発生地)

鳥取県

　コンテナ倉庫で当該製品を使用中、当
該製品を焼損し、周辺を汚損する火災が
発生した。

　調査の結果、○当該製品は背面側の中間部分
から上方にかけて著しく焼損し、内部の熱交換
器及び除湿ローターが露出していた。○電源基
板のはんだ面側と、付近の除湿ローターやヒー
ターユニット周辺が著しく焼損していた。○電
源基板中央部のはんだ付け箇所付近が著しく焼
損し、はんだ付け箇所の銅箔パターンに溶融が
認められた。○ヒーターユニット、ファンモー
ター、コンプレッサー、電源コード等のその他
の電気部品に出火の痕跡は認められなかった。
○事故発生時、使用者はコンテナ倉庫の中に木
材を集積し、当該製品による乾燥実験を行って
おり、当該製品の排水タンクにドレンホースを
取り付けて常時排水できるようにし、連続運転
できるように改造していた。●当該製品の電源
基板が異常発熱したことにより出火した可能性
が考えられるが、異常発熱した原因が不明であ
り、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/07)除湿乾燥機

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

Ｆ－ＹＣ１２０ＨＭＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201700029

2017-0068

2017/04/05

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパックのリチウムイオ
ン電池セルで内部短絡が生じ、出火したものと
考えられるが、内部短絡が発生した原因の特定
に至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品に搭載
されたものを含む、特定の期間に製造した
電池セルを使用したノートパソコン用バッ
テリーパックについて、複数件発火事故が
発生したことから、２０１７年（平成２９
年）１２月６日にホームページに情報を掲
載するとともに、２０１７年（平成２９年
）１２月７日に新聞社告を行い、対象バッ
テリーパックについて無償で製品交換を実
施している。

(受付:2017/04/13)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＳＸ１ＧＤＨＹＳ

( 火災 )

A201700033

2017-0119

2017/01/23

(事故発生地)

岡山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は洗濯物を乾かすた
めに使用し、２か月近く連続運転の状態であっ
た。○当該製品は全体的に著しく焼損し、樹脂
部品は焼失していた。○当該製品の残存する内
部配線の一部に溶融痕が認められた。○電源コ
ードは断線しており、一部確認できなかったが
、断線部に溶融痕は認められなかった。○電源
プラグに出火に至る異常は認められなかった。
●当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/17)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

デロンギ・ジャパン（株）

Ｒ６７０８１２ＣＦ

( 火災 )

A201700039

2017-0137

2017/04/10

(事故発生地)

和歌山県

　病院で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１２年）により、ヒ
ーターの端子接続部を保護するための耐熱シリ
コーンが劣化し、亀裂、はく離が生じたため、
端子接続部が腐食して接触不良が生じ、焼損し
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者である（
株）インターセントラルは、２０１５年（
平成２７年）１月２７日及び２０１８年（
平成３０年）７月２日にホームページに情
報を掲載するとともに、当該製品を含む対
象機種について、保守点検を呼び掛けてい
る。

(受付:2017/04/20)電気ストーブ（パネルヒ
ーター）

（株）インターセントラル

ＳＰＷ－１００２Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201700072

2017-0218

2017/04/08

(事故発生地)

青森県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品から約
２ｍ離れた水道蛇口が破損し、当該製品が設置
されていた台所の床一面が水浸しになっていた
。○当該製品は、外郭樹脂の大部分が焼失し、
下側基板部が焼損して残存していた。○電源基
板の一次側が著しく焼損し、基板の一部が焼失
していた。○その他の残存する電気部品に出火
の痕跡は認められなかった。●当該製品は、電
源基板から出火したものと推定されるが、基板
の一部が焼失して確認できず、当該現場におけ
る漏水の影響も考えられることから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/09)テレビ（ブラウン管型）

（株）日立製作所（現　日
立コンシューママーケティ
ング（株））

Ｃ２９－ＢＬ２５０

( 火災 )

A201700092

2017-0269

2017/04/22

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、本体内部にほこりが侵入し、制
御基板に付着したほこりや湿気の影響によって
、基板上のモーター制御用トランジスター付近
でトラッキング現象が発生し、出火に至った可
能性が考えられるが、詳細な使用状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/19)電気掃除機（充電式）

エレクトロラックス・ジャ
パン（株）

ＺＢ２９０４Ｘ

( 火災 )

A201700127

2017-0478

2017/05/29

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火したものと推定されるが、電池セルが内部
短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/08)ノートパソコン

富士通クライアントコンピ
ューティング（株）

ＦＭＶＷＷＡ２５Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201700130

2017-0482

2017/05/24

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、脱衣所のついた
ての中に設置された電気温水器に取り付けられ
ていた。○電気温水器の本体を囲っていたつい
たては、下方から上方に向けて扇状に炭化して
おり、本体外部の給水配管の保温材が焼損して
いた。○本体外郭は当該製品が取り付けられて
いた箇所とその下側付近が著しく焼損しており
、内部の断熱材は当該箇所付近が焼損していた
。○電気温水器内部の制御基板、ヒーター部等
に出火の痕跡は認められなかった。○当該製品
の樹脂製ケースは、背面ケースの一部と操作部
カバーを除いて焼失しており、基板は焼損し、
残存している基板の銅箔パターンに出火の痕跡
は認められなかったが、ねじ締め端子部及び下
部が焼失していた。○ねじ締め端子に挿入され
ていたケーブルに溶融痕等の出火の痕跡は認め
られず、カシメ部に溶融等の出火の痕跡は認め
られなかった。●当該製品の焼損は著しく、基
板の一部が焼失しており、事故発生時の詳細な
使用状況も不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/08)電気温水器（リモコン）

三菱電機（株）

ＳＲＧ－３７５９（ＲＭＣ
－８）

( 火災 )

A201700131

2017-0480

2017/05/28

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、内蔵のリチウムポリマー電池セ
ルが異常発熱したことにより出火したものと考
えられるが、焼損が著しく、詳細な使用状況も
不明であり、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　輸入事業者である（株）ユピテルは、事
故の再発防止を図るため、２０１７年（平
成２９年）９月４日付けでホームページに
情報を掲載し、販売店への協力要請を行う
とともに、同月５日に新聞社告を行い、対
象製品について無償で製品交換を実施して
いる。

(受付:2017/06/08)映像録画装置（ドライブ
レコーダー）

（株）ユピテル

ＤＲＹ－ＦＨ２００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201700132

2017-0481

2017/05/04

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、リチウムポリマー電池セルの内
部短絡により異常発熱して出火したものと考え
られるが、焼損が著しく、内部短絡した原因の
特定には至らなかった。

　輸入事業者である（株）ユピテルは、事
故の再発防止を図るため、２０１７年（平
成２９年）９月４日付けでホームページに
情報を掲載し、販売店への協力要請を行う
とともに、同月５日に新聞社告を行い、対
象製品について無償で製品交換を実施して
いる。

(受付:2017/06/08)映像録画装置（ドライブ
レコーダー）

（株）ユピテル

ＤＲＹ－ＦＨ２００

( 火災 )

A201700135

2017-0502

2017/05/30

(事故発生地)

秋田県

　建物を全焼する火災が発生し、当該製
品が現場にあった。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品は使用
されていなかったが、電源プラグはコンセント
に接続されていた。○当該製品の確認はできな
かった。○室外機は全体的に著しく焼損し、金
属部以外は焼失していた。●当該製品の確認が
できなかったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/12)エアコン

三菱電機（株）

ＭＳＺ－ＧＶ２５５

( 火災 )

A201700137

2017-0496

2017/05/25

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１３年）により、コ
ントローラー基板上のリレーの接点開閉の繰り
返しにより、摩耗粉が接点端子間に堆積し、ト
ラッキング現象を生じてリレーの接点近傍を焼
損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/12)電気こたつ

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＭＨＬ０３５０Ｕ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201700143

2017-0500

2017/06/06

(事故発生地)

神奈川県

　保育園で当該製品を使用中、当該製品
の庫内を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、タイマーが動作停止したため連
続運転となり、庫内の除菌容器が過熱して出火
に至ったものと推定されるが、タイマーが動作
停止した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/13)電子レンジ

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＭ－１７Ｃ

( 火災 )

A201700144

2017-0506

2017/06/03

(事故発生地)

岩手県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
ていた。

　調査の結果、○当該製品の制御基板上の電解
コンデンサーや端子周辺が著しく焼損しており
、付近の基板が焼失していた。○その他の電気
部品に出火の痕跡は認められなかった。○外郭
天面に臭化アンモニウムが付着していたが、何
に由来するものかは特定できなかった。○当該
製品は屋内に設置され、事故発生の約２週間前
に制御基板の昇圧回路で不具合が発生しており
、不具合を確認したサービス店は、当該製品の
電源スイッチをオフにしたが、接続箱の電源は
オフにしていなかった。●当該製品の内部に液
体が浸入したことにより、制御基板上でトラッ
キング現象が生じて異常発熱し出火した可能性
が考えられるが、液体が浸入した経路や原因が
不明であり、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/13)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

オムロン（株）（京セラ（
株）ブランド）

ＰＶＮ－４０３Ｆ（京セラ
（株）ブランド）

( 火災 )

A201700153

2017-0549

2017/05/12

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムポリマー電池セルが内部
短絡したため、異常発熱して出火に至ったもの
と推定されるが、電池セルの焼損が著しいこと
から、内部短絡した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/19)携帯型音楽プレーヤー

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭＣ５４０Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201700165

2017-0568

2017/05/18

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品に携帯電話機を接続し
て充電中、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生し、１名が軽傷を負った。（
A201700166と同一事故。）

　調査の結果、○当該製品は事故発生時、壁コ
ンセントに接続されており、携帯電話機を充電
している状態であった。○当該製品の焼損は著
しく、電流ヒューズと一次側回路の一部は焼失
しており、確認できなかった。○栓刃は当該製
品から外れて壁コンセントに残存していたが、
溶融痕は認められなかった。○その他の電気部
品に出火の痕跡は認められなかった。○当該製
品に接続していた携帯電話機も著しく焼損して
いた。●当該製品の残存する電気部品に出火の
痕跡は認められなかったが、焼損が著しく、確
認できない部品があったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)ＡＣアダプター（携帯電
話機用）

ミツミ電機（株）（パナソ
ニック　モバイルコミュニ
ケーションズ（株）ブラン
ド）

ＮＯＪＥＣＨ０００００８
（パナソニック　モバイル
コミュニケーションズ（株
）ブランド）

( 火災 )

A201700166

2017-0569

2017/05/18

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品をＡＣアダプターに接
続して充電中、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生し、１名が軽傷を負った
。（Ａ201700165と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は事故発生時、壁コ
ンセントに接続されたＡＣアダプターで充電さ
れていた。○外郭は著しく焼損し、基板、金属
部品の一部、リチウムポリマー電池セルの一部
が確認されたが、バッテリーパック内部の保護
回路基板は焼失し、確認できなかった。○基板
の焼損は著しく、多くの実装部品が脱落してい
たが、外形は保たれており、基板上に出火の痕
跡は認められなかった。○電池セルは全体的に
焼損していたが、残存する負極銅箔等に出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品を接続し
ていたＡＣアダプターも著しく焼損していた。
●当該製品の残存する電気部品に出火した痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、確認で
きない部品もあったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/23)携帯電話機（スマートフ
ォン）

ソニーモバイルコミュニケ
ーションズ（株）（（株）
ＮＴＴドコモブランド）

ＳＯ－０４Ｅ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )

A201700179

2017-0624

2017/06/18

(事故発生地)

岡山県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は全体的に著しく焼
損し、局所的な焼損は認められなかった。○当
該製品内部の基板に出火の痕跡は認められなか
った。○端子台及び太陽電池開閉器は著しく焼
損し、系統電源と接続する箇所については確認
できなかった。○事故発生時は夜間であり、ま
た太陽電池モジュール周辺に夜間発電を生起さ
せるような防犯灯等の照明設備はなかった。●
当該製品の焼損は著しく、系統電源と接続する
箇所について確認できなかったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/29)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

三菱電機（株）

ＰＶ－ＰＳ５５Ｋ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201700183

2017-0588

2017/06/17

(事故発生地)

京都府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、給水タンクと庫内を接続するた
めの固定部品が外れた状態で使用されていたこ
とにより、給水タンクと庫内の接続部から機械
室に水が漏れ、排水ポンプの端子カバー内で短
絡し、出火したものと推定されるが、固定部品
が外れた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/29)食器洗い機（ビルトイン
式）

ミーレ・ジャパン（株）

Ｇ４５０ＳＣ－Ｕ

( 火災 )

A201700185

2017-0623

2017/06/19

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、メイン基板の平滑用コンデンサ
ーの不具合により、コンデンサーが内部短絡を
生じて異常発熱し、焼損したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/30)ＩＨ調理器

アイリスオーヤマ（株）

ＥＩＨ１４７０－Ｂ

( 火災 )

A201700215

2017-0641

2017/07/06

(事故発生地)

香川県

　工場の更衣室で当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（４１年以上）により
、運転用コンデンサーの絶縁性能が低下したた
め、内部短絡して出火に至ったものと推定され
る。

　東芝ホームテクノ（株）は、事故の再発
防止を図るため、２００７年（平成１９年
）９月７日から、同社ホームページに「長
年ご使用の扇風機の使用についてのお知ら
せとお願い」として注意事項を掲載し、不
具合がある場合には使用を中止するよう呼
び掛けている。

(受付:2017/07/18)扇風機

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ホームテクノ（株））

Ｓ－４０ＤＥ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201700219

2017-0453

2017/06/07

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルに内部短
絡が生じて焼損したものと推定されるが、内部
短絡が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/18)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ　６ｓ　Ｐｌ
ｕｓ　ＭＫＵ５２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201700235

2017-0714

2017/07/12

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が火傷を
負った。

　当該製品は、コンプレッサーの配線が断線し
、短絡して出火したものと推定されるが、断線
が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/24)エアコン（窓用）

三洋ハイアール（株）（現
　ハイアールジャパンセー
ルス（株））

ＨＳＡ－１６００Ａ

( 火災 )

A201700240

2017-0896

2017/07/16

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、幼児（５歳）が当
該製品の槽内へ右腕を入れ、右手指を負
傷した。

　当該製品のチャイルドロックが設定状態にな
っていなかったため、幼児が「すすぎ」運転中
の当該製品の蓋を開け、回転している槽内に手
を入れたことで、回転中の洗濯物に手が絡んで
抜けなくなり、負傷したものと推定される。　
なお、取扱説明書には、「洗濯・脱水槽は幼児
にのぞかせない」旨、記載されており、また、
小さな子どもがいる場合に使用するチャイルド
ロックの設定方法が記載されていたが、本体に
は当該機能を使用者が設定する必要がある旨や
、その設定方法等に関する表示がなく、設定の
必要性を使用に際して認識するには十分でなか
ったことも、事故発生に影響したものと考えら
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープ（株）では
、後継機種について、２０１８年度モデル
からは、チャイルドロックの設定の有無に
よらず、「脱水」運転中だけでなく、「洗
い」及び「すすぎ」運転中も蓋がロックさ
れる仕様に変更している。

(受付:2017/07/27)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－ＦＧ７０Ｈ

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201700279

2017-0917

2017/07/30

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者が当該製品の運転を開
始して１時間後に火災警報器が鳴動したため確
認すると、当該製品を使用していたベッドの毛
布が燃えているのを発見した。○当該製品は著
しく焼損し、樹脂類は全て焼失していた。○モ
ーター及びヒーターに出火の痕跡は認められな
かった。○電源コードや電源プラグ等の電気部
品は確認できなかった。●当該製品の残存する
電気部品に出火した痕跡は認められなかったが
、焼損が著しく、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/10)布団乾燥機

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

ＦＤ－Ｆ０６Ａ６

( 火災 )

A201700280

2017-0980

2017/08/08

(事故発生地)

兵庫県

　学校で火災報知器が鳴動したため確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（４６年）により、運
転用コンデンサーの絶縁性能が低下し、内部短
絡したため、出火に至ったものと推定される。

　三洋電機（株）（現　パナソニック（株
））は、長期使用の扇風機について、
２００７年（平成１９年）８月２５日以降
、毎年、新聞広告を掲載し、また、
２００７年（平成１９年）９月からはテレ
ビ広告を実施するなどして、使用の中止及
び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2017/08/10)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＫＷ

( 火災 )

A201700291

2017-1013

2017/08/04

(事故発生地)

東京都

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が火傷を負った。

　調査の結果、○事故発生時、使用者は住宅の
２階で就寝しており、当該製品は玄関壁面の充
電ブラケットに収納され、充電中であった。○
当該製品の焼損は著しく、外郭樹脂は溶融し、
原形をとどめていない状態であった。○クリー
ナーヘッドのブラシ側にリチウムイオン電池セ
ルを収納するケースが溶着していた。○電池セ
ルの焼損は著しく、６個の電池セルのうち、１
個が破裂し、外装缶が縦方向に裂けた状態であ
り、１個の電池セルについては、確認できなか
った。●当該製品の焼損状況から、外部からの
延焼により焼損した可能性が考えられるが、焼
損が著しく、事故発生時の詳細な状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/17)電気掃除機（充電式）

ダイソン（株）

ＳＶ１０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201700297

2017-0993

2017/08/04

(事故発生地)

香川県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が死亡し、１名が軽傷を負っ
た。

　調査の結果、○当該製品は、母屋から延長コ
ードで接続されていた。○当該製品の焼損は著
しく、外郭樹脂の大部分が焼失していた。○樹
脂製の電装ボックスカバーは焼失しており、ボ
ックス内の基板は著しく焼損し、トランス、コ
ンデンサー、配線用コネクター等の基板から脱
落した電気部品の確認ができなかった。○内部
電気配線の一部が確認できなかった。○電源コ
ード、モーター等のその他の電気部品に出火し
た痕跡は認められなかった。○当該製品を接続
していた延長コードは確認できず、事業者名等
詳細は特定できなかった。●当該製品は、残存
する電気部品に出火した痕跡は認められなかっ
たが、焼損が著しく、確認できない部品があっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/23)電気ポンプ（井戸用）

（株）川本製作所

Ｎ３－１５６ＳＨＮ形

( 火災  死亡 )

A201700307

2017-1059

2017/08/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ヒーターの内部に洗浄剤の成分
を含む結露水が浸入してヒートシンク内部に腐
食生成物が堆積したため、ヒーターの内部でト
ラッキング現象が発生し、出火に至ったものと
推定されるが、詳細な使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/25)電気式浴室換気乾燥暖房
機

マックス（株）

ＢＳ－１３１ＳＨ４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201700308

2017-1078

2017/08/10

(事故発生地)

岩手県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○使用者が、当該製品に電気ポ
ット（８７０Ｗ）とコーヒーメーカー（６５０
Ｗ）を接続して使用したところ、当該製品の電
源プラグ周辺から出火した。○当該製品には、
電気ポットとコーヒーメーカー以外に、電子レ
ンジと別の延長コードが接続されており、別の
延長コードにはパソコンとインクジェットのプ
リンターが接続されていた。○当該製品の可動
式電源プラグと壁コンセントの上段差込口片側
が焼損していた。○電源プラグの一方の栓刃に
接続された芯線は、カシメ部近傍で完全に断線
しており、断線部に溶融痕が認められた。○も
う一方の栓刃に接続された芯線は、カシメ部分
から離れた位置で半断線しており、断線部に溶
融痕が認められたが、栓刃部分の絶縁スリーブ
は焼損していなかった。○その他の部品に異常
は認められなかった。●当該製品は、電源プラ
グ付近で異常発熱して出火したものと推定され
るが、異常発熱した原因が、接続可能な最大電
力（１５００Ｗ）を超えて多数の電気製品を接
続し使用したことによるものか、カシメ不良に
よるものか不明なため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/28)延長コード

星光商事（株）

不明

( 火災 )

A201700317

2017-1083

2017/08/10

(事故発生地)

神奈川県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生しており
、１名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の液晶ユニット及び
外郭の樹脂カバーは焼失しており、液晶背面の
金属カバー、本体の金属フレームのみが残存し
ていた。○電源コード及び電源プラグに出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品の回路基
板の残存部に出火の痕跡は認められなかったが
、一部を除き焼失していた。●当該製品の残存
する電気部品に出火の痕跡は認められなかった
が、焼損が著しく確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/08/30)液晶テレビ

（株）東芝（現　東芝映像
ソリューション（株））

３２Ｃ７０００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201700323

2017-1034

2017/08/12

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（４３年）により、運
転用コンデンサーの絶縁性能が低下し、内部短
絡したため、出火に至ったものと推定される。

　東芝ホームテクノ（株）は、事故の再発
防止を図るため、２００７年（平成１９年
）９月７日から、同社ホームページに「長
年ご使用の扇風機の使用についてのお知ら
せとお願い」として注意事項を掲載し、不
具合がある場合には使用を中止するよう呼
び掛けている。

(受付:2017/09/01)扇風機

東京芝浦電気（株）（現　
東芝ホームテクノ（株））

Ｗ－３０ＳＨ

( 火災 )

A201700333

2017-1132

2017/08/29

(事故発生地)

東京都

　事務所で異音がしたため確認すると、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
していた。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火したものと推定されるが、電池セルの焼損
が著しく、内部短絡した原因の特定には至らな
かった。

　富士通（株）は、事故の再発防止を図る
ため、２０１７年（平成２９年）１２月
１３日付けでホームページに情報を掲載し
、対象バッテリーパック（特定の期間に製
造した電池セルを使用したもの）の無償交
換を行っている。

(受付:2017/09/06)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＮＳ６ＸＥＲ

( 火災 )

A201700376

2017-1108

2017/08/28

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品は使用
されていなかった。○当該製品は、外郭等の樹
脂部品が著しく焼損していた。○モーター及び
トランスに異常は認められなかった。○電源コ
ードが確認できず、また、詳細な設置状況が特
定できなかった。○その他の電気部品に出火の
痕跡は認められなかった。●当該製品の残存す
る電気部品に出火した痕跡は認められなかった
が、焼損が著しく、確認できない部品があった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/09/22)電気ポンプ（井戸用）

（株）川本製作所

ＪＦ２５０Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201700389

2017-1349

2017/09/20

(事故発生地)

神奈川県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品が焼損し、周辺を汚損する火
災が発生していた。

　当該製品の除湿ローターがヒーターによって
過熱されて蓄熱し、ヒーター付近から出火した
ものと推定されるが、詳細な使用状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/02)除湿乾燥機

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

Ｆ－ＹＨＨＸ１２０

( 火災 )

A201700407

2017-1372

2017/09/13

(事故発生地)

東京都

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品の庫内を焼損する火災が発生
していた。

　当該製品の庫内に置かれていた樹脂製の蓋が
ヒーターによって過熱され出火したものと推定
されるが、当該製品の動作確認ができず、ヒー
ターが作動した原因が不明のため、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/06)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭＰ－ＤＣ５

( 火災 )

A201700456

2017-1517

2017/10/09

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（４０年以上）により
、コンデンサーが絶縁劣化し、出火に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/30)サーキュレーター

三洋電機（株）

ＣＡ－８ＰＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201700457

2017-1518

2017/10/14

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡し、出火したもの
と推定されるが、焼損が著しく、内部短絡が発
生した原因の特定には至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品に搭載
されたものを含む、特定の期間に製造した
電池セルを使用したノートパソコン用バッ
テリーパックについて、複数件発火事故が
発生したことから、２０１７年（平成２９
年）１２月６日にホームページに情報を掲
載するとともに、２０１７年（平成２９年
）１２月７日に新聞社告を行い、対象バッ
テリーパックについて無償で製品交換を実
施している。

(受付:2017/10/30)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＳＸ２ＢＥＭＢＰ

( 火災 )

A201700463

2017-1417

2017/10/15

(事故発生地)

徳島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、乾燥用ＰＴＣヒーターのリード
線と内部配線をカシメ接続している閉端接続子
付近が異常発熱し、出火したものと推定される
が、焼損が著しく、接続部が異常発熱した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/01)電気洗濯乾燥機

日立ホーム・アンド・ライ
フソリューション（株）（
現　日立アプライアンス（
株））

ＮＷ－Ｄ８ＣＸ

( 火災 )

A201700474

2017-1472

2017/07/13

(事故発生地)

奈良県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（４０年以上）により
、モーター始動用コンデンサーの絶縁性能が低
下し出火したものと考えられるが、焼損が著し
く、コンデンサーを確認できなかったことから
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープ（株）では
、長期使用の扇風機について、電気部品の
経年劣化によって発煙・出火し、火災に至
るおそれがあることから、２００７年（平
成１９年）９月７日から、「長年ご使用の
扇風機についてのお知らせとお願い」とし
て、扇風機の使用に当たっての注意事項を
ホームページに掲載し、異常に気づいたら
直ちに使用を中止するよう呼び掛けている
。

(受付:2017/11/06)扇風機

シャープ（株）

不明（ＰＪ－４０系と推定
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201700484

2017-1564

2017/10/29

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２７年）により、フ
ァンモーターの巻線が絶縁劣化したため、レイ
ヤショートが生じて出火に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/08)レンジフード

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

不明（ＦＹ－６０ＨＺ５Ｈ
Ｋと推定）

( 火災 )

A201700489

2017-1583

2017/10/14

(事故発生地)

徳島県

　店舗で火災報知器が鳴動したため確認
すると、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生していた。

　当該製品は、リレー基板から出火した可能性
が考えられるが、リレー基板は焼失しており、
運転コンデンサー等確認できない部品もあるこ
とから、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/09)エアコン

ダイキン工業（株）

Ｆ１８５ＴＡ－Ｗ（推定）

( 火災 )

A201700490

2017-1584

2017/10/30

(事故発生地)

埼玉県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は、コントローラーケース内の基板
上のリレー端子間でトラッキング現象が発生し
、異常発熱して焼損したものと推定されるが、
焼損が著しく、トラッキング現象が発生した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/09)電気カーペット

日本電熱（株）（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

ＥＭ－Ｂ３００（三菱電機
ホーム機器（株）ブランド
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201700493

2017-1588

2017/10/22

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品の中央装飾ガラスを下げる中央鋼線
の絶縁が不十分であったため、点灯中に人や物
の接触等により中央装飾ガラスが大きく揺れ、
絶縁被覆のない中央鋼線のフック部が電球給電
用の鋼線に引っ掛かって短絡し、過熱により中
央鋼線の絶縁被覆が焼損したものと推定される
。

　輸入事業者であるバカラパシフィック（
株）は、当該製品の販売を終了しており、
既販品については、事故の再発防止を図る
ため、２０１８年（平成３０年）１０月
２９日から、購入者に対して個別連絡を行
い、対象製品の無償改修を実施している。

(受付:2017/11/09)照明器具

バカラパシフィック（株）

２１０５８７９

( 火災 )

A201700499

2017-1575

2017/11/01

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（１１年）により、ト
ッププレートのシール材が劣化し隙間が生じた
ため、隙間から浸入した煮汁等の液体がインバ
ーター基板に付着し、トラッキング現象が生じ
て焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/14)ＩＨ調理器

（株）東芝（現　東芝ホー
ムテクノ（株））

ＢＨＰ－Ｍ１０

( 火災 )

A201700505

2017-1610

2017/09/09

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は居室内のベットの下
に水槽と当該製品を置いて、水槽内では虫類を
飼育しており、事故発生の約１か月前から通電
し使用していた。○当該製品は全焼しており、
当該事故発生場所の残存物からヒーターの痕跡
は確認できなかった。○同等品で動作確認を行
ったところ、ＰＴＣヒーターとして正常に動作
した。●当該製品の確認ができないことから、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/15)ペット用ヒーター

（株）マルカン

ＷＰＨ－０１４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201700506

2017-1625

2017/11/08

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、本体に内蔵されたリチウムポリ
マー電池セルが異常発熱して出火したものと推
定されるが、当該製品の詳細が確認できなかっ
たことから、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/16)ノートパソコン

デル（株）

Ｌａｔｉｔｕｄｅ
　７３８０

( 火災 )

A201700509

2017-1630

2017/10/19

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１５年）により、プ
リント基板の銅箔パターンが腐食して電気抵抗
が増加し、異常発熱したことで、銅箔パターン
面でトラッキング現象が発生し、基板及びその
周辺を焼損したものと推定されるが、使用者が
異常停止した当該製品を２度リセット操作して
使用を継続したことも事故発生に影響したもの
と考えられる。　なお、取扱説明書には、「異
常があれば電源プラグを抜いて販売店に連絡す
る。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/16)エアコン（室外機）

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＣ２８ＳＥ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201700510

2017-1631

2017/10/31

(事故発生地)

東京都

　宿泊施設で当該製品を使用中、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のヒーター近傍のリ
ード線被覆が焦げており、温度ヒューズが溶断
していた。○温度ヒューズを短絡して通電した
ところ、ファンモーター及びヒーターは正常動
作した。○ファンモーター及び送風ファンに回
転を妨げるような異物は認められなかった。○
サーモスタットの接点は溶着していなかった。
○同等品のサーモスタットを短絡し、吹出口を
塞いで通電した結果、温度ヒューズが溶断し、
発煙及び内部配線被覆に焦げが認められた。○
事故発生当時、当該製品を使用していた宿泊施
設の利用者から、使用状況の聞き取りはできな
かった。●当該製品のサーモスタットが作動し
なかったため、内部温度が上昇して温度ヒュー
ズが溶断し、ヒーターに近い内部配線の一部が
焦げたものと推定されるが、詳細な使用状況及
びサーモスタットが作動しなかった原因は不明
であり、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/16)ヘアドライヤー

小泉成器（株）

ＫＨＤ－Ｋ３００

( 火災 )

A201700515

2017-1633

2017/10/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、出火に至ったものと推定されるが
、焼損が著しく、電池セルが内部短絡した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/17)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ｉＰｈｏｎｅ６　ＭＧ４Ｈ
２Ｊ／Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201700517

2017-1642

2017/09/07

(事故発生地)

福岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂製外郭が焼失し、基板のみが残存しており、
リチウムイオンバッテリーパックが確認できな
かった。○基板は全体が一様に焼損しており、
基板からＩＣチップ、マイクロＵＳＢコネクタ
ー等の電気部品が脱落していたが、短絡痕等の
異常は認められなかった。○事故発生現場には
、当該製品以外に携帯電話機等の複数の電気製
品が置かれていたが、事故発生時の詳細な使用
状況等が不明であり、焼損が著しく、異常の有
無は確認できなかった。●当該製品の残存する
電気部品に出火した痕跡は認められなかったが
、焼損が著しく、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/21)ルーター（パソコン周辺
機器、充電式）

華為技術日本（株）

Ｗｉ－Ｆｉ　ＷＡＬＫＥＲ
　ＤＡＴＡ０８Ｗ

( 火災 )

A201700522

2017-1593

2017/10/20

(事故発生地)

北海道

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部にメッキ不良があり
、使用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱し、
その影響により、コントローラー基板上のはん
だ付け部にはんだクラックが生じ、絶縁不良と
なり、異極間でスパークし、焼損したものと考
えられる。

　東陶機器（株）（現ＴＯＴＯ（株））は
、当該製品を含む対象機種について、製品
内部の一部接続部で接触不良が発生し、プ
ラスチック製タンクの一部から発煙・出火
に至るおそれがあることから、平成１９年
４月１６日にホームページへ情報を掲載す
るとともに、翌１７日に新聞社告を掲載し
、注意喚起を行うとともに、対象製品につ
いて無償点検・改修を実施している。

(受付:2017/11/24)温水洗浄便座

東陶機器（株）（現　ＴＯ
ＴＯ（株））

ＴＣＦ９６５Ｙ

( 火災 )

A201700531

2017-1684

2017/11/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品の温度コントローラー内部のリレー
接点回路には、リレーの寿命を延ばすために接
点の溶着を回避する機能が内蔵されており、長
期間の使用が可能となったが、リレー接点が開
閉を重ねることにより、金属粉が温度コントロ
ーラーのリレー接点回路の内部に堆積し、湿気
の影響も受け、ショートし、コントローラーの
ケースが一部溶融したものと考えられる。

　松下電工（株）（現　パナソニック（株
））は、２０１０年（平成２２年）１月
２５日にプレスリリースを行うとともに、
翌２６日に新聞社告を掲載し、当該製品を
含む対象機種について、無償で製品交換を
実施している。

(受付:2017/11/28)電気カーペット

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＤＲ２５０９

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201700538

2017-1699

2017/11/19

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の雑音防止用コイル周辺から出火し
、電源基板を焼損したものと推定されるが、コ
イルの焼損が著しいことから、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/30)照明器具

アイリスオーヤマ（株）

ＣＬ８Ｄ－４．０Ｄ

( 火災 )

A201700550

2017-1725

2017/11/18

(事故発生地)

千葉県

　事業所敷地に設置されたマンホール内
で当該製品を焼損する火災が発生し、吹
き飛んだマンホールの蓋で周辺を破損し
た。

　当該製品のモーターが異常発熱して、過熱保
護装置が作動し、起動と停止を繰り返すことで
、モーターの運転用コンデンサーが絶縁劣化し
、異常発熱したために、電源線が絶縁劣化して
短絡し、スパークが生じて、排水から発生した
ガスに着火し、マンホールの蓋が吹き飛んだも
のと推定されるが、事故発生時の詳細な状況等
が不明のため、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/06)電気ポンプ

テラル多久（株）（テラル
（株）ブランド）

５０ＰＶＡ－５．４Ｓ（テ
ラル（株）ブランド）

( 火災 )

A201700551

2017-1107

2017/08/30

(事故発生地)

香川県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、コードコネクターボディ内部の
配線金具接続部で接触不良が生じたため、異常
発熱し出火したものと推定されるが、焼損が著
しく、接触不良に至った原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて、対応を行
うこととする。

(受付:2017/12/06)延長コード

新東電器（株）

ＪＣＬ－５Ｍ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201700562

2017-1749

2017/11/27

(事故発生地)

神奈川県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は、制御基板上の整流用ダイオード
ブリッジが短絡故障して異常発熱したため、基
板及び銅箔パターンが焼損したものと推定され
るが、ダイオードブリッジ周辺の焼損が著しく
、ダイオードブリッジが短絡故障した原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/08)リモコン（ジェット噴流
バス用）

（株）ノーリツ

ＲＣＷ－６６３１Ｓ

( 火災 )

A201700576

2017-1759

2017/12/08

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セルで内部短絡が生じ、出火したもの
と考えられるが、内部短絡が発生した原因の特
定には至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品に搭載
されたものを含む、特定の期間に製造した
電池セルを使用したノートパソコン用バッ
テリーパックについて、複数件発火事故が
発生したことから、２０１７年（平成２９
年）１２月６日にホームページに情報を掲
載するとともに、２０１７年（平成２９年
）１２月７日に新聞社告を行い、対象バッ
テリーパックについて無償で製品交換を実
施している。

(受付:2017/12/15)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＮＸ１ＧＤＨＹＳ

( 火災 )

A201700581

2017-1801

2017/11/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品のトッププレートと枠の接着部から
浸入した吹きこぼれ等の液体が、真下の電源回
路に付着する構造であったため、絶縁不良が生
じて基板表面及び部品表面が焼損に至ったもの
と推定される。

　製造事業者である三化工業（株）は、基
板及び周囲部品は難燃剤を使用しており、
発火等の拡大被害に至る可能性は低いこと
から、引き続き同様の事故発生について注
視していくとともに、必要に応じて対応を
行うこととした。　なお、後継機種につい
ては、トッププレートの形状を変更してい
る。

(受付:2017/12/18)ＩＨ調理器

三化工業（株）

ＳＩＨ－Ｂ２１３Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201700590

2017-1817

2017/12/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、焼損が著しく、確認でき
ない部品があったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/22)エアコン

三洋電機（株）

ＳＡＰ－２８５ＶＲ

( 火災 )

A201700596

2017-1839

2017/12/18

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパックのリチウムイオ
ン電池セルで内部短絡が生じ、出火したものと
考えられるが、電池セルの焼損が著しく、内部
短絡が発生した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるＤ
ｙｎａｂｏｏｋ（株）は、当該製品を含む
対象製品のバッテリーパックについて、内
蔵のリチウムイオン電池セルの不具合によ
り、発火に至るおそれがあるとして、
２０１６年（平成２８年）１月２８日にホ
ームページに情報を掲載するとともに、同
月２９日に新聞社告を行い、対象バッテリ
ーパック（特定の期間に製造した電池セル
を使用したもの）の無償交換を行っている
。

(受付:2017/12/25)ノートパソコン

（株）東芝（現　Ｄｙｎａ
ｂｏｏｋ（株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｒ
７３１／３６Ｂ

( 火災 )

A201700602

2017-1841

2017/12/15

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが異常発熱し、出火したもの
と推定されるが、バッテリーパックの焼損が著
しく、異常発熱した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/26)タブレット端末

レノボ・ジャパン（株）

５９４２８２２２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201700616

2017-1793

2017/12/14

(事故発生地)

大阪府

　車両内で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルの組込
時に作業不良があったため、正極タブが負極側
の外装缶に接触して外部短絡し、出火に至った
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、（株）高儀では、今
後の製品について、リチウムイオン電池セ
ルと正極タブの間に絶縁物を追加するとと
もに、製造組立時において検査工程を追加
することとした。

(受付:2017/12/28)電動工具（ドライバー、
充電式）

（株）髙儀（（株）カイン
ズブランド）

ＷＤＣ－０１ＣＺ（（株）
カインズブランド）

( 火災 )

A201700617

2017-1824

2017/12/21

(事故発生地)

鳥取県

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、コードコネクターボディ内部の
刃受金具間でトラッキング現象が発生し、出火
したものと推定されるが、焼損が著しく、詳細
な使用状況も不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)延長コード

大和電器（株）

Ｅ５０１６

( 火災 )

A201700621

2017-1879

2017/12/07

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期保管（１０年）により、内
蔵のニカド電池セルから長期保管による過放電
で電解液が漏れたため、内部基板等でトラッキ
ング現象が生じ、焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)電気シェーバー

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＥＳ６１２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201700622

2017-1880

2017/05/13

(事故発生地)

岡山県

　当該製品を使用中、当該製品及び建物
を全焼する火災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の詳細
な状況も不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)オーブントースター

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＴ－Ｔ５９Ｐ

( 火災 )

A201700630

2017-1866

2017/12/22

(事故発生地)

岡山県

　施設で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の詳細
な状況も不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/28)布団乾燥機

三菱電機ホーム機器（株）

ＡＤ－Ｐ４０

( 火災 )

A201700639

2017-1911

2017/12/31

(事故発生地)

長野県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、基板の銅箔パターン間で絶縁破
壊が生じて焼損したものと推定されるが、基板
及び銅箔パターンの一部が焼失していることか
ら、絶縁破壊が生じた原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/09)エアコン（室外機）

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株
））

ＲＯ－２８０ＵＸＣ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201700646

2017-1931

2018/01/03

(事故発生地)

福岡県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は、端子ボックスから出火したと推
定されるが、端子ボックスの焼損が著しいため
、出火した原因の特定には至らなかった。

　シャープエネルギーソリューション（株
）は、当該製品を含む対象機種について、
太陽電池セルとインターコネクター（セル
間の結線部品）のはんだ付け部の強度が低
下し、発火に至るおそれがあるとして、
２０１８年（平成３０年）９月１８日付け
でホームページに情報を掲載するとともに
、所有者に個別連絡を行い、無償で対象製
品の点検及び交換を実施している。

(受付:2018/01/12)太陽電池モジュール（太
陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＮＥ－３６Ｋ４Ｆ

( 火災 )

A201700660

2017-1965

2018/01/04

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は、背面上部の屋内
配線接続部が焼損していた。○内部のメイン基
板は、焼損した配線接続部付近が焼損していた
が、銅箔パターンに溶融痕等の出火の痕跡は認
められなかった。○焼損した屋内配線接続部の
錠ばねに溶融痕が認められたが、接続していた
屋内配線は確認できなかった。○制御基板及び
制御用電源基板に出火の痕跡は認められなかっ
た。●当該製品は、屋内配線接続部で接触不良
が生じて異常発熱し、出火したものと推定され
るが、屋内配線接続部の焼損が著しく、接続し
ていた屋内配線が確認できないことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/17)リモコン（電気式床暖房
用）

（株）青木テクノロジー

ＮＣ－２

( 火災 )

A201700661

2017-1960

2017/12/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２５年）により、モ
ーター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショー
トが生じたため、モーターが過熱し、出火した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/17)換気扇

富士工業（株）（サンウエ
ーブ工業（株）ブランド）

ＮＳＶ－６３１Ｗ（サンウ
エーブ工業（株）ブランド
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201700663

2017-1981

2017/12/31

(事故発生地)

福島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の確認できた部品に出火の痕跡は認
められなかったが、サーモスタット等確認でき
ない部品もあることから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/18)凍結防止用ヒーター（水
道用）

（株）小口製作所（日本電
熱（株）ブランド）

ＳＨＰ－２（日本電熱（株
）ブランド）

( 火災 )

A201700669

2017-1983

2018/01/02

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、温度ヒューズに組付け不良があ
り、また金属製ヒーターケースの穴の縁の処理
が不十分であったため、リード線の被覆がヒー
ターケースの穴の縁と接触して損傷し、リード
線が短絡して出火に至ったものと推定される。

　製造事業者である象印マホービン（株）
は、事故の再発防止を図るため、２００１
年（平成１３年）１月１２日付けでホーム
ページに情報を掲載し、新聞社告を行うと
ともに、対象製品について、回収及び返金
を実施している。

(受付:2018/01/19)除湿乾燥機

象印マホービン（株）

ＰＪ－ＡＮ６０型

( 火災 )

A201700679

2017-2020

2018/01/11

(事故発生地)

大阪府

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セルで内部短絡が生じ、出火したもの
と考えられるが、内部短絡が発生した原因の特
定には至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品を含む
対象機種について、充放電の繰り返しによ
り搭載バッテリーの劣化が進行して内圧が
上昇すると、異物が存在していた場合に内
部短絡を生じて出火に至るおそれがあると
して、２０１８年（平成３０年）３月２８
日にホームページに情報を掲載するととも
に、２０１８年（平成３０年）３月２９日
に新聞社告を行い、充電制御ユーティリテ
ィの設定を呼びかけ、２０１８年（平成
３０年）６月１２日からはバッテリー診断
・制御プログラムの配信を行っている。

(受付:2018/01/22)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＳＸ２ＬＤＨＣＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201700684

2017-2021

2018/01/17

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、温度調節器の端子部周囲が絶縁
劣化して異常発熱し、出火した可能性が考えら
れるが、焼損が著しく、銅箔パターンの一部が
焼失しており、詳細な使用状況が不明なことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/22)電気冷凍庫

（株）ダイレイ

ＤＦ－１４０Ｄ

( 火災 )

A201700685

2017-2022

2018/01/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の庫内を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、取扱説明書に記載された清掃方
法の内容が不十分であったため、使用に伴いヒ
ーターカバー内側に堆積した油脂、残さいが、
乾燥運転時に加熱され、庫内を焼損したものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、パナソニック（株）
では、後継機種について、ヒーターを庫内
の外側に設置し、油汚れ等の堆積を防ぐ構
造に変更している。

(受付:2018/01/23)食器洗い乾燥機

パナソニック（株）

ＮＰ－ＴＲ１

( 火災 )

A201700693

2017-1975

2018/01/14

(事故発生地)

大阪府

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３０年）により、ベ
ース内の首振り機構部の内部配線が断線し、ス
パークして出火したものと推定されるが、焼損
が著しいことから、内部配線が断線した原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/24)電気ストーブ

シャープ（株）

ＨＸ－００１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201700696

2017-2045

2018/01/16

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セルが内部短絡し、出火に至ったもの
と考えられるが、電池セルの焼損が著しく、内
部短絡が発生した原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/25)ノートパソコン

日本ヒューレット・パッカ
ード（株）（現　（株）日
本ＨＰ）

Ｅ６Ｎ５０ＡＶ

( 火災 )

A201700708

2017-2075

2017/11/17

(事故発生地)

神奈川県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品と他社製延長コードの接続部におい
て、刃受金具と栓刃間で接触不良が生じて異常
発熱し、出火したものと考えられるが、焼損が
著しく、詳細な使用状況が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/30)延長コード

大和電器（株）（エレコム
（株）ブランド）

Ｔ－Ｆ５６２５ＷＨ（エレ
コム（株）ブランド）

( 火災 )

A201700712

2017-1948

2017/12/30

(事故発生地)

三重県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭樹脂の大部分は焼失していた。○電源基板の
焼損は著しく、一部が焼失して確認できず、蓋
ヒーターの配線を接続するタブ端子のはんだ付
け部に溶融痕が認められた。○表示基板及び電
源コードのマグネットプラグ部は焼失し、電源
コードの断線部に溶融痕が認められたが、二次
痕と判断した。○その他の電気部品に出火の痕
跡は認められなかった。●当該製品は、電源基
板から出火した可能性が考えられるが、電源基
板の焼損が著しく、一部が焼失して確認できな
かったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/02)電気炊飯器

象印マホービン（株）

ＮＬ－ＢＡ０５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201700713

2017-2092

2018/01/11

(事故発生地)

滋賀県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品の
内部部品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源端子台の電源線接続部で接
触不良が生じたため、異常発熱し出火に至った
ものと推定されるが、電源線の挿入不足は認め
られず、接触不良が生じた原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/02)照明器具

（株）ミツヨシ（現　青垣
コイズミ照明（株））（コ
イズミ照明（株）ブランド
）

ＨＣＮ４４０４ＡＺ（コイ
ズミ照明（株）ブランド）

( 火災 )

A201700717

2017-2120

2018/01/27

(事故発生地)

長崎県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のコンセントの回転式シャッターが
開いたままの状態で水分等が浸入する状態であ
ったことから、当該製品のコンセント内部に水
分が浸入したことにより、コンセント内部の導
電板間でトラッキング現象が発生し、出火に至
ったものと推定されるが、左コンセントの回転
式シャッターが閉じていなかった経緯や事故発
生時の状況が不明であり、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/05)コンセント付洗面化粧台

タカラスタンダード（株）

ＳＪ－７５Ｍ１ＪＫ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201700721

2017-1999

2018/01/15

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、使用者が事故発
生の約３か月前、フライパンを落としたため、
当該製品のガラス製トッププレートが割れてい
た。○事故発生日の２～３日前と前日、当該製
品を使用した際にメインブレーカーが作動した
。○当該製品の外観は、前面右側の樹脂製操作
パネルが焼失し、トッププレート右側に亀裂が
認められた。○内部右側にあるメイン基板の焼
損は著しく、基板の一部が焼失し、残存した銅
箔パターンに溶融痕が認められた。○ＩＨコイ
ル、ラジエントヒーター、インバーター基板等
のその他の電気部品に出火の痕跡は認められな
かった。○トッププレートの裏面には、亀裂か
ら液体が浸入した痕跡が認められたが、メイン
基板は焼損が著しく、液体が付着した痕跡は確
認できなかった。●当該製品は、メイン基板で
トラッキング現象が生じて出火したものと推定
されるが、メイン基板の焼損が著しく、一部が
焼失して確認できなかったことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/06)ＩＨ調理器

（株）日立ホームテック（
現　日立アプライアンス（
株））

ＨＴＷ－４ＳＢ

( 火災 )

A201700726

2017-1940

2017/12/27

(事故発生地)

長崎県

　当該製品が溶解し、その破片を踏み、
右足に火傷を負った。

　当該製品は、空だき防止装置用固定接点が２
個とも変形して接点が離れない状態であったた
め、使用中に空だき防止装置が作動せず、異常
過熱状態となり、ヒーター部を中心に焼損した
ものと考えられるが、固定接点が変形した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/08)電気ケトル

（株）グループセブジャパ
ン

ＢＦ８０５７７４

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201700729

2017-2147

2018/02/02

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ヒーター線が異常発熱して出火
に至ったものと推定されるが、焼損が著しく、
大部分のヒーター線が焼失して確認できなかっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/09)電気毛布（敷毛布）

日本電熱（株）（（株）東
芝ブランド）

ＣＳ－１６１Ｗ（（株）東
芝ブランド）

( 火災 )

A201700734

2017-2172

2018/01/31

(事故発生地)

熊本県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○使用者は使用の都度、当該製
品の電源プラグを抜き差ししていた。○当該製
品の可動式電源プラグは、壁コンセントに接続
され、当該製品のタップ部には電気ストーブ（
１０００Ｗ）及び電気カーペット（８０Ｗ）が
接続されていた。○当該製品の可動式電源プラ
グは片側が焼損しており、焼損側の栓刃可動部
に熱の影響による変色が認められた。○焼損側
の栓刃及び栓刃可動部に変形や破損等の異常は
認められなかったが、もう一方の栓刃に比べ、
栓刃可動部が緩くなっていた。○壁コンセント
の刃受金具に接触不良等の異常は認められず、
電気ストーブ及び電気カーペットに異常は認め
られなかった。○当該製品に接続可能な最大電
力は１５００Ｗであった。●当該製品の可動式
電源プラグの栓刃可動部が緩んだことにより、
接触不良による異常発熱が生じ、栓刃近くの樹
脂が焼損したものと考えられるが、詳細な使用
状況が不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/13)延長コード

朝日電器（株）

ＷＢＳ－３０２Ｂ（Ｗ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201700738

2017-2244

2018/01/19

(事故発生地)

三重県

　建物１棟を全焼、４棟を類焼する火災
が発生し、１名が軽傷を負った。現場に
当該製品があった。（A201700841と同
一事故）

　調査の結果、○当該製品は、約２週間前から
引きひも式スイッチを引いても作動せず、故障
していた。○当該製品の焼損は著しく、鋼製の
本体枠、前面パネル及びファンモーターのみ残
存していた。○電源スイッチ、運転コンデンサ
ー及び電源コードは確認できなかった。○ファ
ンモーターの巻線に断線や溶融痕は認められな
かった。●当該製品の焼損は著しく、確認でき
ない部品があったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/15)換気扇

信菱電機（株）（三菱電機
（株）ブランド）

ＥＸ－２５ＬＭＰ５－Ｆ（
三菱電機（株）ブランド）

( 火災 )

A201700739

2017-2118

2018/02/03

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、サーモスタットの不具合により
接点が溶着し、ヒーターの加熱が継続された際
に、過去の修理で交換された温度ヒューズが正
常な位置に取り付けられていなかったため、過
熱して出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、デロンギ・ジャパン
（株）では、自社修理部門において、当該
事故事例の周知を行うとともに、修理手順
書を更新し、再教育を実施した。

(受付:2018/02/15)コーヒーメーカー

デロンギ・ジャパン（株）

ＢＣＯ４１０Ｊ－Ｂ

( 火災 )

A201700744

2017-2154

2018/02/06

(事故発生地)

青森県

　火災警報器が鳴動したため確認すると
、当該製品を焼損する火災が発生してい
た。

　当該製品は、リレーの接点金具間で異常発熱
が生じトラッキング現象が発生して出火したも
のと推定されるが、接点金具の焼損が著しく、
異常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/16)蓄熱式電気暖房器

日本スティーベル（株）

ＥＴＳ－２００ＴＥＪ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201700745

2017-2247

2018/02/00

(事故発生地)

福岡県

　工事現場で当該製品を使用中、一酸化
炭素中毒で１名が軽症を負った。

　調査の結果、○集合住宅の外壁補修工事のた
め、飛散防止の養生を施した内側で当該製品を
使用していたところ、作業員の気分が悪くなり
、病院で一酸化炭素中毒と診断された。○当該
製品の確認ができず、詳細な使用状況も確認で
きなかった。●当該製品の確認ができず、詳細
な使用状況も不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/16)発電機（携帯型）

（株）やまびこ

ＩＥＧ２８０１Ｍ

( CO中毒 )

A201700749

2017-2271

2018/02/06

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルに異物
が混入したため、内部短絡して熱暴走し、出火
に至ったものと推定される。

　パナソニック（株）は、当該製品を含む
対象機種について、充放電の繰り返しによ
り搭載バッテリーの劣化が進行して内圧が
上昇すると、異物が存在していた場合に内
部短絡を生じて出火に至るおそれがあると
して、２０１８年（平成３０年）３月２８
日にホームページに情報を掲載するととも
に、２０１８年（平成３０年）３月２９日
に新聞社告を行い、充電制御ユーティリテ
ィの設定を呼びかけ、２０１８年（平成
３０年）６月１２日からはバッテリー診断
・制御プログラムの配信を行っている。

(受付:2018/02/19)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＳＸ３ＥＤＨＣＳ

( 火災 )

A201700757

2017-2128

2018/02/01

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、環形蛍光ランプとソケットの接
続部で異常発熱し、出火に至ったものと推定さ
れるが、焼損が著しく、ソケットが焼失して確
認できなかったことから、接続部が異常発熱し
た原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/21)照明器具

東芝ライテック（株）

ＦＣＺ８０２７Ｘ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201700764

2017-2291

2017/07/22

(事故発生地)

東京都

　事業所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、運転コンデンサーが内部短絡し
て異常発熱し、出火したものと推定されるが、
運転コンデンサーの内部短絡が部品の不具合に
よるものか、経年劣化によるものか特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である山
崎産業（株）は、当該製品を含む対象製品
について、コンデンサーの経年劣化により
出火に至るおそれがあるとして、事故の再
発防止を図るため、２０１２年（平成２４
年）８月２０日から、複数回ホームページ
に情報を掲載するとともに、無償で点検を
実施している。

(受付:2018/02/23)送風機

山崎産業（株）

Ｅ－１０３－ＤＸ

( 火災 )

A201700766

2017-2292

2018/02/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品のフィラメント断線時において、ト
ランジスターが短絡して抵抗ヒューズが切れる
までの間に回路基板に過電流が流れて基板を焼
損させたものと推定されるが、断熱施工に対応
した器具に使用されていたことが事故発生に影
響した可能性も考えられ、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/23)蛍光ランプ

ＮＥＣライティング（株）
（現　（株）ホタルクスが
事業承継）

ＥＦＤ１５ＥＮ／１２－Ｃ
５

( 火災 )

A201700768

2017-2317

2018/02/13

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（３５年）により、蛍
光灯用安定器の一次巻線が絶縁劣化したため、
レイヤショートが生じて異常発熱し、出火に至
ったものと推定される。

　製造事業者である岩崎電気（株）及び（
一社）日本照明工業会は、ホームページに
点検・交換の推奨時期、耐用年数を表示す
るとともに、長期使用の製品に関する注意
喚起を実施している。

(受付:2018/02/26)照明器具

岩崎電気（株）

ＦＶＵ４２１５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201700769

2017-2318

2018/02/15

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品を床面に落下させたため、モーター
の取付け部が変形してファンとファンケースが
接触する状態となり、その状態で動作確認を行
ったことで、モーターが過負荷状態となり、過
電流が流れて制御用トランジスターが異常発熱
し、基板の銅箔パターンが焼損したものと推定
されるが、モーターに過負荷が生じて過電流が
生じた際に、通電が継続する構造であったこと
も事故発生に影響したものと考えられる。　な
お、取扱説明書には、「落としたり、強い衝撃
を与えない。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/26)電気掃除機（充電式）

（株）シー・シー・ピー

ＣＮ－ＤＣ４６

( 火災 )

A201700781

2017-2096

2018/01/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、モーターが停止した際に本体内
部が異常発熱し、出火に至った可能性が考えら
れるが、焼損が著しく、モーターが停止した原
因が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/02)ヘアドライヤー

テスコム電機（株）

ＴＵ２０

( 火災 )

A201700795

2017-2299

2018/02/09

(事故発生地)

鳥取県

　当該製品から発煙する火災が発生した
。

　当該製品は、ＤＣ－ＤＣコンバーター基板及
び電源基板の平滑用コンデンサーの内圧が上昇
して防爆弁が開き、高温の電解液が外部に噴出
したものと推定されるが、コンデンサーの内圧
が上昇した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/08)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＪＨ－Ｂ４０３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201700796

2017-2399

2018/02/27

(事故発生地)

京都府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セルが内部短絡して焼損し、出火に至
ったものと考えられるが、電池セルの焼損が著
しく、内部短絡が発生した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープ（株）では
、２００６年１１月７日付けでホームペー
ジに情報を掲載するとともに、当該製品に
搭載されたものを含む特定のノートパソコ
ン用バッテリーパックについて、無償で回
収を実施している。

(受付:2018/03/08)ノートパソコン

シャープ（株）

ＰＣ－ＭＲ８０ＨＵ

( 火災 )

A201700799

2017-2325

2018/02/27

(事故発生地)

北海道

　寮で当該製品を使用中、当該製品及び
周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、台座内部の配線が断線したため
、スパークが発生して出火したものと推定され
るが、配線が断線した原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/09)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

東邦金属工業（株）

ＴＨ８００Ｒ－１４

( 火災 )

A201700801

2017-2402

2018/02/26

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
の庫内を焼損する火災が発生した。

　当該製品のタイマー内部において、出力スイ
ッチ接点が異常摩耗した際に、接点材から溶融
、飛散した異物（金属粒）がギヤにかみ込み、
タイマーが途中で停止したため加熱状態が継続
して、庫内の食品を焼損したものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/09)電子レンジ

ハイアールジャパンセール
ス（株）

ＪＭ－１７Ｂ－５０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201700802

2017-2403

2018/02/09

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品の製造工程において、ヒーター部と
リード線のカシメ接続部に不具合が生じたため
、接続部が異常発熱し、出火したものと推定さ
れる。

　輸入事業者であるタイガー魔法瓶（株）
は、事故の再発防止を図るため、２０１８
年（平成３０年）４月１８日付けでホーム
ページに情報を掲載し、同月１９日に新聞
社告を行うとともに、当該製品を含む対象
機種について、回収及び返金を実施してい
る。

(受付:2018/03/09)除湿乾燥機

タイガー魔法瓶（株）

ＡＨＥ－Ｂ６００

( 火災 )

A201700806

2017-2420

2018/02/03

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品のリチウムポリマー電池セルが内部
短絡したため、出火に至ったものと推定される
が、電池セルが内部短絡した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/13)ノートパソコン

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭａｃＢｏｏｋ　Ｐｒｏ　
ＭＣ７００Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201700808

2017-2416

2017/12/29

(事故発生地)

山梨県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１５年）により、ニ
カド電池セルから電解液が漏れたため、内部の
配線金具間でトラッキング現象が生じ、焼損し
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/13)電気シェーバー

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＥＳ６１１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201700816

2017-2437

2018/02/22

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/16)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

（株）千住

ＴＯＨ－１２００

( 火災 )

A201700818

2017-2442

2018/02/22

(事故発生地)

鹿児島県

　使用者（７０歳代）が当該製品の背上
げ操作後、上がっていた背もたれ部が下
がり、腰部を負傷した。

　当該製品を使用中に、背もたれ部を押し上げ
るアクチュエーターとブラケットを接続する連
結ピンが脱落したため、上がっていた背もたれ
部が下がって負傷したものと推定されるが、連
結ピン抜け止め用スナップピンが外れていた経
緯は不明であり、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/19)介護ベッド

パラマウントベッド（株）

ＫＱ－７３３１

( 重傷 )

A201700819

2017-2443

2018/02/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は電源基板のトランジスターが異常
発熱し、焼損したものと推定されるが、焼損が
著しく、トランジスターが異常発熱した原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/20)液晶テレビ

（株）東芝（現　東芝映像
ソリューション（株））

４２Ｚ８

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201700823

2017-2414

2018/03/11

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが内部短絡して異常発熱し、
出火したものと推定されるが、電池セルが内部
短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/22)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＭＴ３ＧＴＢ

( 火災 )

A201700824

2017-1591

2017/08/22

(事故発生地)

宮城県

　飲食店で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、出力端子に充電用ＡＣアダプタ
ーが接続可能な仕様であり、誤接続された際の
安全対策が施されていなかったため、使用者が
誤って出力端子にＡＣアダプターを接続した際
にリチウムイオン電池セルが過充電状態となっ
て、出火に至ったものと推定される。

　当該製品を製造した中国の事業者である
メイヤンパワー新エネルギー有限公司は、
再発防止措置として、２０１８年（平成
３０年）２月からホームページに情報を掲
載するとともに、当該製品に付属している
ＡＣアダプターの無償交換を実施している
。　なお、経済産業省では、２０１８年（
平成３０年）２月１４日付けでホームペー
ジに情報を掲載し、ネットショッピングモ
ール等への注意喚起を実施している。

(受付:2018/03/23)ポータブル電源（リチウ
ムイオン）

高山企画（株）

ＰＳ５Ｂ

( 火災 )

A201700825

2017-2454

2018/02/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、基板上の複数の電子部品が故障
して抵抗が焼損したものと考えられるが、電子
部品が故障した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/23)照明器具

サナーエレクトロニクス（
株）（（株）ニトリブラン
ド）

ＮＴＲ－８６０Ｒ（（株）
ニトリブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201700834

2018-0003

2018/02/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の取扱説明書には、「工事不要取付
方法」と表記してグロースターター式照明器具
への取付方法が図示されており、長期使用され
たグロースターター式照明器具に対する安定器
のバイパス工事の必要性に係る記載が十分でな
かったため、当該製品を安定器のバイパス工事
を行っていないグロースターター式照明器具に
取り付けた際に、当該照明器具の安定器が長期
使用（３０年以上）により劣化していたことで
、瞬時電圧変動の際に、電源基板に異常電流が
流れて焼損に至ったものと推定される。

　輸入事業者であるヒカリバンク（株）は
、当該製品の販売を中止し、今後販売する
製品については、取扱説明書に「長期使用
されたグロースターター式照明器具への取
付に際しては、必ずバイパス工事を行う」
旨、追記することとした。

(受付:2018/03/26)ＬＥＤランプ（環形）

ヒカリバンク（株）

Ｗ２２５

( 火災 )

A201700836

2017-2455

2018/03/21

(事故発生地)

北海道

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品のバッテリーパック内部のリチウム
イオン電池セルが異常発熱し、出火したものと
推定されるが、焼損が著しく、電池セルが異常
発熱した原因の特定には至らなかった。

　パナソニック（株）は、当該製品を含む
対象機種について、充放電の繰り返しによ
り搭載バッテリーの劣化が進行して内圧が
上昇すると、異物が存在していた場合に内
部短絡を生じて出火に至るおそれがあると
して、２０１８年（平成３０年）３月２８
日にホームページに情報を掲載するととも
に、２０１８年（平成３０年）３月２９日
に新聞社告を行い、充電制御ユーティリテ
ィの設定を呼びかけ、２０１８年（平成
３０年）６月１２日からはバッテリー診断
・制御プログラムの配信を行っている。

(受付:2018/03/26)ノートパソコン

パナソニック（株）

ＣＦ－ＳＸ２ＪＥ５ＤＳ

( 火災 )

A201800002

2018-0038

2018/03/21

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の循環ポンプモーター付近から出火
した可能性が考えられるが、焼損が著しいこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/02)電気洗濯乾燥機

シャープ（株）

ＥＳ－ＨＧ９１Ｆ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201800003

2017-2555

2018/03/21

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、トップカバー内部において電源
リード線が断線しており、当該部でスパークが
生じて出火した可能性が考えられるが、電源リ
ード線が断線した原因が不明のため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/03)電気洗濯機

日本建鐵（株）（現　三菱
電機ホーム機器（株）が事
業承継）

ＭＡＷ－Ｆ７０Ｐ

( 火災 )

A201800010

2018-0076

2018/03/29

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のケーブルと延長ケーブルを接続す
るコネクターから出火したものと推定されるが
、焼損が著しく、また詳細な施工状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープエネルギー
ソリューション（株）は、事故原因の特定
には至らなかったが、火災事故が発生して
いることを踏まえ、２０１８年（平成３０
年）９月１８日付けでホームページに情報
を掲載するとともに、所有者に個別連絡を
行い、当該製品を含む対象機種について、
無償で点検を実施している。

(受付:2018/04/09)太陽電池モジュール（太
陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＮＥ－５３Ｋ１Ｒ

( 火災 )

A201800012

2018-0077

2018/03/28

(事故発生地)

広島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の空だき防止装置内の接点が溶着し
たため、ヒーターが継続して過熱し、出火に至
ったものと考えられるが、接点が溶着した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/11)電気ケトル

（株）ドリテック

ＰＯ－１０１Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201800013

2018-0079

2018/03/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品の内部を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、電源基板上の電気部品が温度上
昇し、内部の樹脂製シートが過熱されて発煙、
焼損した可能性が考えられるが、シートの焼損
部が確認できず、発煙した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/11)電話交換機

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＱＴ４１５

( 火災 )

A201800018

2018-0090

2018/04/02

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品内部を焼損する火災
が発生した。

　当該製品は、長期使用（３８年）により、圧
縮機のモーター巻線がレイヤショートして異常
発熱し、オーバーロードリレーが頻繁に入切を
繰り返した結果、接点が溶着して電流が遮断さ
れず、オーバーロードリレーに過電流が流れて
焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/13)電気冷蔵庫

松下冷機（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＮＲ－２００Ｔ

( 火災 )

A201800019

2017-2462

2018/03/16

(事故発生地)

北海道

　飲食店で当該製品に電気製品を接続し
て使用中、当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、摺動部に接続されるファストン
端子のカシメ部で異常発熱し、出火したものと
考えられるが、異常発熱した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/16)配線器具（コードリール
）

日動工業（株）

Ｚ－Ｅ３４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201800020

2018-0102

2017/11/20

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、制御基板上の電解コンデンサー
の選定不良により、短い使用期間で劣化し、容
量低下したため、トランジスター等の電気部品
に過電圧が印加され、焼損したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、当該製品については
販売を終了している。

(受付:2018/04/16)照明器具

コーナン商事（株）

ＣＫ－７２０３ＲＭ

( 火災 )

A201800029

2018-0134

2018/04/13

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、シャープエネルギー
ソリューション（株）は、当該製品を含む
対象機種について、太陽電池セルとインタ
ーコネクター（セル間の結線部品）のはん
だ付け部の強度が低下し、発火に至るおそ
れがあるとして、２０１８年（平成３０年
）９月１８日付けでホームページに情報を
掲載するとともに、所有者に個別連絡を行
い、無償で対象製品の点検及び交換を実施
している。

(受付:2018/04/24)太陽電池モジュール（太
陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＮＥ－２５Ｋ４Ｓ

( 火災 )

A201800038

2018-0158

2018/04/17

(事故発生地)

東京都

　保育園で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパック内のリチウムイ
オン電池セルが内部短絡したため、異常発熱し
て出火したものと推定されるが、焼損が著しい
ことから、電池セルが内部短絡した原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/26)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＡ０８００４

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201800044

2018-0159

2018/01/25

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、トランジスターの端子間で短絡
し、銅箔パターンに過電流が流れたため、異常
発熱し焼損に至ったものと推定されるが、電源
基板の焼損は著しく、安定器の状態が確認でき
なかったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/04/27)ＬＥＤランプ（環形）

慧光（株）

ＰＡＩ－４０

( 火災 )

A201800053

2018-0187

2018/04/05

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３０年）により、安
定器の巻線の絶縁性能が低下したため、レイヤ
ショートが生じて異常発熱し、発煙に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者であるコ
イズミ照明（株）及び（一社）日本照明工
業会は、ホームページに点検・交換の推奨
時期、耐用年数を表示するとともに長期使
用の製品に関する注意喚起を実施している
。

(受付:2018/05/09)照明器具

小泉産業（株）（現　コイ
ズミ照明（株））

ＡＨ－７１５３３

( 火災 )

A201800054

2018-0195

2018/03/31

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品に内蔵された直流電源装置において
、基板上の１００Ｖ入力部から出火したものと
推定されるが、基板の一部が焼失して確認でき
ないため、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/10)照明器具

オーデリック（株）

ＸＧ２５９０１１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201800055

2018-0196

2018/04/27

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、モーター用ハーネスの固定部付
近でリード線が半断線し、異常発熱から短絡し
て出火に至ったものと推定されるが、ハーネス
の配線状態及びコードクランプの固定状態が確
認できなかったことから、半断線が生じた原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/10)電気洗濯乾燥機

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

ＡＷ－Ｄ７０２ＶＰ

( 火災 )

A201800071

2018-0225

2018/05/04

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の焼損は著しく、内部配線の断線部
に溶融痕が認められたが、一次痕か二次痕かの
特定ができず、また、確認できない部品があっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/18)換気扇

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

ＦＹ－０８ＰＴＴ８ＭＳＲ
（推定）

( 火災 )

A201800072

2018-0226

2018/05/07

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品を使用中、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
た。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、異常発熱して出火したものと推定
されるが、焼損が著しいことから、電池セルが
内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/18)ノートパソコン

レノボ・ジャパン（株）

２３２５７Ｂ６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201800073

2018-0227

2018/05/08

(事故発生地)

長野県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２７年）により、安
定器の一次巻線が絶縁劣化したため、レイヤシ
ョートが生じて異常発熱し、焼損に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、（株）ホタルクス及
び（一社）日本照明工業会は、ホームペー
ジに点検・交換の推奨時期、耐用年数を表
示するとともに長期使用の製品に関する注
意喚起を実施している。

(受付:2018/05/18)照明器具

日本電気ホームエレクトロ
ニクス（株）（現　（株）
ホタルクスが事業承継）

不明

( 火災 )

A201800074

2018-0228

2018/05/10

(事故発生地)

山口県

　役所で当該製品の内部部品を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、ＤＶＤドライブユニットの電源
供給コネクター接続部のＤＣ１２Ｖ端子部で接
触不良が生じ、異常発熱して出火したものと推
定されるが、端子の一部が焼失して確認できな
かったことから、接触不良が生じた原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/18)デスクトップパソコン

（株）センチュリー

ＢＴＯ－Ｃｅｎｔｕｒｉｏ
ｎ＿Ｓ－ｎａｎｏ－Ｉ

( 火災 )

A201800080

2018-0153

2018/04/30

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、制御基板の平滑用コンデンサー
に不具合があったため、過負荷状態となったト
ランジスターが短絡故障し、基板上のＩＣ等の
電子部品に過電流が流れて焼損したものと推定
される。

　輸入事業者である（株）ヨシナでは、コ
ンデンサーの容量抜けの不具合に伴い発煙
、焼損に至るおそれがあるとして、
２０１８年（平成３０年）１１月２６日よ
り当該型式品について制御基板を無償交換
する社告を実施している。

(受付:2018/05/24)電子式冷温蔵庫（ワイン
用）

（株）ヨシナ（（株）ピー
ナッツ・クラブブランド）

ＫＫ－００２３７（（株）
ピーナッツ・クラブブラン
ド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201800084

2018-0266

2018/05/13

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品内部のヒーター上部に設置されたサ
ーマルスイッチから出火したものと推定される
が、詳細な使用状況が不明であり、サーマルス
イッチの接点が一部焼失して確認できなかった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/24)電気洗濯乾燥機

東芝家電製造（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＴＷ－８０ＴＡ

( 火災 )

A201800088

2018-0268

2018/05/11

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品のプラグ部及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源プラグの栓刃と壁コンセン
トの刃受金具間で接触不良が生じて異常発熱し
、発煙に至ったものと推定されるが、事故発生
時の詳細な状況が不明であり、壁コンセントが
確認できなかったことから、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/25)食器洗い乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＰ－ＢＭＥ３

( 火災 )

A201800097

2018-0293

2018/05/19

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品のＤＣ／ＤＣコンバーター基板と入
力スイッチとの接続部の端子間に、砂やほこり
等が付着したことによるトラッキング現象で異
常発熱し、出火に至ったものと推定されるが、
焼損が著しく、接続部が焼失して確認できない
ことから、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/29)パワーコンディショナ（
太陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＪＨ－Ｓ４０２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201800099

2018-0183

2018/04/23

(事故発生地)

埼玉県

　学校で当該製品に携帯電話機（スマー
トフォン）を接続し充電中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルに内部短
絡が生じたため、異常発熱して出火したものと
推定されるが、焼損が著しいことから、電池セ
ルが内部短絡した原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/29)リチウム電池内蔵充電器

オズマ（株）

ＩＬＣ８０－ＣＳＫ

( 火災 )

A201800104

2018-0322

2018/05/17

(事故発生地)

沖縄県

　公的施設で当該製品を使用中、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２１年）により、端
子台の速結端子と内外連絡線の間で接触不良が
生じて異常発熱し、端子間の絶縁性能が低下し
たため、速結端子間でトラッキング現象が発生
し、出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/31)エアコン（室外機）

三洋電機（株）

ＳＡＰ－Ｃ４０４ＷＲ２

( 火災 )

A201800119

2018-0263

2018/05/07

(事故発生地)

広島県

　当該製品のコンセントに電気製品を接
続していたところ、当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、コンセント内部の電源コード接
続部がカシメ不良により異常発熱し、異極間短
絡が生じて出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/06)収納家具（コンセント付
レンジ台）

（株）千趣会

１１Ｃ２００ＺＤ－０１２
－ＤＢＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201800122

2018-0338

2018/05/30

(事故発生地)

東京都

　警報器が鳴動したため確認すると、当
該製品の庫内を焼損する火災が発生して
いた。

　当該製品は長時間加熱により、庫内に置かれ
たガラス製容器の樹脂製蓋及び庫内を焼損した
ものと推定されるが、つまみが干渉した原因及
び事故発生以前の詳細な使用状況が不明のため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/06)電子レンジ

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株
））

ＭＪ－５０ＨＬ５

( 火災 )

A201800124

2018-0360

2018/05/28

(事故発生地)

東京都

　店舗の駐車場で当該製品を使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　当該製品の電源接続部付近から出火したもの
と推定されるが、焼損が著しく、確認できない
部品があったことから、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/07)ＬＥＤランプ（直管型）

（株）ヤザワコーポレーシ
ョン

ＬＤＰ３６Ｎ２０１６

( 火災 )

A201800131

2018-0125

2018/04/08

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内のリチウム
イオン電池セルが内部短絡したため、異常発熱
して出火したものと推定されるが、電池セルの
焼損が著しく、内部短絡した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/11)電気掃除機（充電式）

（株）Ｐａｔａｚｏｎ

ＨＬＨＭ０３６ＢＷＪＰ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201800132

2018-0314

2018/05/15

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の運転切替スイッチ内部の接触不良
により出火したものと推定されるが、運転切替
スイッチの焼損が著しいため、接触不良が発生
した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/11)衣類乾燥機

サンコー（株）

ＮＲＳＨＤＲＡＢ

( 火災 )

A201800137

2018-0386

2018/05/20

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２５年）により、イ
ンバーター基板上のフィルムコンデンサーの絶
縁性能が低下したため、内部短絡が生じて異常
発熱し、焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者であるオ
ーデリック（株）及び（一社）日本照明工
業会は、ホームページに点検・交換の推奨
時期、耐用年数を表示するとともに長期使
用の製品に関する注意喚起を実施している
。

(受付:2018/06/12)照明器具

オーヤマ照明（株）（現　
オーデリック（株））

ＯＰ０９７１１９

( 火災 )

A201800147

2018-0404

2018/06/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品の内部部品であるバリスターから出
火した可能性が考えられるが、バリスターの焼
損が著しく、出火の原因が外来サージ等の過電
圧、又は経年劣化のいずれか特定できないこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/15)照明器具

ＮＥＣライティング（株）

８ＬＺ４００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201800148

2018-0420

2018/06/04

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品のバッテリーを焼損
する火災が発生した。

　当該製品は、使用者が膨張したバッテリーパ
ックに圧力を加えたために、リチウムイオン電
池セルが内部短絡し、出火に至った可能性が考
えられるが、当該製品の詳細が確認できなかっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/18)ノートパソコン

デル（株）

ＬＡＴＩＴＵＤＥ　Ｅ
７２４０

( 火災 )

A201800150

2018-0421

2018/06/04

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、電源基板上の電界効果トランジ
スターが短絡故障したため、抵抗に過電流が流
れて異常発熱し、焼損したものと推定されるが
、短絡故障した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/18)温水洗浄便座

（株）ＩＮＡＸ（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）

ＤＶ－１１３Ａ

( 火災 )

A201800155

2018-0435

2018/06/15

(事故発生地)

岐阜県

　工場で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、接続端子台の電源線接続端子部
で接触不良が生じて異常発熱し、トラッキング
現象が生じて出火したものと考えられるが、接
続端子台の焼損が著しく、接触不良が生じた原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/21)エアコン

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＫ５６ＴＰ２－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201800156

2018-0436

2018/06/13

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において、難燃剤に使用されていた赤リンの
耐水性に不具合があったため、湿度の影響でリ
ン酸が生じて端子金属から銅が溶出し、端子間
が短絡して異常発熱が生じ、出火に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/22)ノートパソコン

（株）東芝（現　Ｄｙｎａ
ｂｏｏｋ（株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｔ
４５１／５９ＤＷ

( 火災 )

A201800162

2018-0440

2018/06/12

(事故発生地)

神奈川県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品の蛍光管の電極ステム部において、
異常発熱して焼損したものと推定されるが、焼
損部の詳細な確認ができないことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/22)蛍光ランプ

ＮＥＣライティング（株）

ＥＦＤ１５ＥＮ／１２－Ｃ
５

( 火災 )

A201800163

2018-0312

2018/05/30

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、制御基板上のパワートランジス
ターが異常発熱して出火したものと推定される
が、焼損が著しく、確認できない部品もあった
ことから、異常発熱した原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について、注視
していくとともに、必要に応じて、対応を
行うこととする。

(受付:2018/06/22)エアコン（室外機）

東芝キヤリア（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＲＡＳ－２２１ＰＡＶ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201800166

2018-0459

2018/06/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、加湿素子（空気中の水分を吸着
させる部品）に付着した空気中の異物がヒータ
ーで加熱されて異常発熱し、出火に至ったもの
と推定されるが、ヒーターに異常発熱の痕跡は
認められず、異物が異常発熱した原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/25)エアコン

シャープ（株）

ＡＹ－Ｋ２８ＳＸ

( 火災 )

A201800168

2018-0460

2018/06/21

(事故発生地)

愛知県

　店舗で当該製品の電源を入れたところ
、当該製品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、モーターカバー内で内部配線が
短絡し、出火したものと推定されるが、焼損が
著しく、内部配線が短絡した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/27)サーキュレーター

（株）シー・シー・ピー

ＨＦＴ－２１１４－ＢＫ

( 火災 )

A201800170

2018-0474

2018/06/21

(事故発生地)

神奈川県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セル内部に異物が混入したため、内部
短絡が生じて異常発熱し、出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/28)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＮＳ５ＸＥＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201800185

2018-0508

2018/03/27

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品のモータ
ーヘッド部を支える部品が破損し、左腕
を負傷した。

　当該製品は、ヘッド部を支える樹脂製部品の
強度が低かったため、使用時に加わる負荷によ
り当該部品に生じた亀裂が徐々に進展し、破断
に至ったものと推定される。

　製造事業者であるバルミューダ（株）で
は、事故の再発防止を図るため、２０１７
年（平成２９年）２月６日付けでホームペ
ージに情報を掲載するとともに、当該製品
を含む対象機種について、無償で部品交換
を実施している。

(受付:2018/07/05)扇風機

バルミューダ（株）

ＥＧＦ－１５５０－ＷＫ

( 重傷 )

A201800196

2018-0457

2018/06/20

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、制御基板のトランジスターが異
常発熱して焼損したものと推定されるが、異常
発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/10)ＬＥＤランプ（環形）

慧光（株）

ＰＡＩ－４０

( 火災 )

A201800197

2018-0530

2018/03/26

(事故発生地)

神奈川県

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、背中を負傷した。

　当該製品は、駆動用モーターを制御するリレ
ーが溶着したことと、リミットスイッチの位置
がずれたという要因が重なり、最大６５度の上
限値を超えて背上げ動作が継続したため、事故
に至ったものと推定される。

　フランスベッド（株）は、２０１４年
１０月に組み立て工程においてリミットス
イッチの固定方法の改善を行い、２０１５
年４月にリレーの接点溶着防止を改善する
措置を行っている。また、現在お使いのレ
ンタル品については、今後、順次入れ替え
を予定している。

(受付:2018/07/10)マットレス（電動リクラ
イニング機能付）

フランスベッド（株）

ＲＰ－０１Ｓ

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201800206

2018-0543

2018/07/05

(事故発生地)

愛媛県

　社員寮で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ファンモーターのコネクター部
で異常発熱が生じたため、出火したものと推定
されるが、コネクター部の焼損が著しく、異常
発熱が生じた原因の特定には至らなかった。

　三菱重工サーマルシステムズ（株）は、
事故の再発防止を図るため、当該製品を含
む対象機種について、２０１８年（平成
３０年）１月１１日付けで同社ホームペー
ジに情報を掲載するとともに、同年５月
３０日には対象範囲を追加し、対象製品に
ついて無償で点検、改修を実施している。

(受付:2018/07/13)エアコン

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＫ２２ＺＩＶ－Ｗ

( 火災 )

A201800208

2018-0562

2018/07/04

(事故発生地)

京都府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（２１年以上）により
、安定器の巻線の絶縁性能が低下したため、レ
イヤショートが生じて異常発熱し、出火に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/18)照明器具（水槽用）

寿工芸（株）

なし

( 火災 )

A201800213

2018-0634

2018/07/09

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は、電源基板上の平滑用コンデンサ
ーが焼損し、出火に至ったものと推定されるが
、コンデンサーが焼損した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/19)ＩＨ調理器

三菱電機ホーム機器（株）

ＣＳ－Ｔ３４ＶＮＷＳＲ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201800219

2018-0636

2018/07/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品の電源接続部を焼損する火災
が発生した。

　当該製品に挿入された屋内配線と電源端子と
の間で接触不良が生じて発熱し、端子の外郭樹
脂が炭化したため、端子間の絶縁性能が低下し
異常発熱して出火に至ったものと推定されるが
、屋内配線の挿入不足は認められず、接触不良
が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/20)電気式浴室換気乾燥暖房
機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

ＧＶＬ５３００

( 火災 )

A201800224

2018-0651

2018/06/02

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（４８年）により、始
動用コンデンサーの絶縁性能が低下し、出火し
たものと推定される。

　三洋電機（株）（現　パナソニック（株
））は、長期使用の扇風機について、
２００７年（平成１９年）８月２５日以降
、毎年、新聞広告を掲載し、また、
２００７年（平成１９年）９月からはテレ
ビ広告を実施するなどして、使用の中止及
び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2018/07/23)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＥＺ

( 火災 )

A201800236

2018-0569

2018/07/09

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、修理交換された制御基板を保護
する樹脂ケースの難燃剤として使用されている
赤リンの耐湿処理が適切でなかったため、赤リ
ンが湿度の影響でリン酸水溶液となってブリー
ドアウト（にじみ出る）し、制御基板の一部に
付着したことによりトラッキング現象が生じ、
異常発熱して、焼損に至ったものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/25)エアコン（室外機）

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＣＵ－４０３ＶＢ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201800237

2018-0677

2018/07/15

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ファンモーターのコネクター部
で異常発熱が生じたため、出火したものと考え
られるが、コネクター部の焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、異常発熱が生
じた原因の特定には至らなかった。

　三菱重工サーマルシステムズ（株）は、
事故の再発防止を図るため、当該製品を含
む対象機種について、２０１８年（平成
３０年）１月１１日付けで同社ホームペー
ジに情報を掲載するとともに、同年５月
３０日には対象範囲を追加し、対象製品に
ついて無償で点検、改修を実施している。

(受付:2018/07/26)エアコン

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＫ５０ＢＫＬＳＶ－Ｗ

( 火災 )

A201800238

2018-0678

2018/07/12

(事故発生地)

三重県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、モーターの補助巻線がレイヤシ
ョートを生じて異常発熱し、焼損したものと推
定されるが、レイヤショートが生じた原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/26)電気ポンプ

（株）荏原製作所

３２ＬＰＤ６．４Ｓ

( 火災 )

A201800240

2018-0679

2018/07/14

(事故発生地)

京都府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、ターミナル端子付近の電源コー
ドから出火した可能性が考えられるが、焼損が
著しく、電源コードの一部が確認できなかった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者であるボ
ッシュ（株）は、当該製品を含む対象機種
について、内部部品の不具合により発煙、
発火に至るおそれがあるとして、２００４
年（平成１６年）１１月１日よりホームペ
ージに情報を掲載し、複数回新聞社告を実
施するとともに、ＤＭの発送を行い、対象
製品について無償で点検及び修理を実施し
ている。

(受付:2018/07/26)食器洗い機（ビルトイン
式）

ボッシュ（株）

ＳＰＩ５０１１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201800247

2018-0685

2018/07/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、モーターの巻線の不具合により
、巻線間でレイヤショートが生じ発煙したもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/27)電気掃除機

東芝ライフスタイル（株）

ＶＣ－ＪＳ５０００

( 火災 )

A201800249

2018-0430

2018/06/18

(事故発生地)

三重県

　事務所で異臭がしたため確認すると、
当該製品を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品は、電源ケーブルのコネクター端子
樹脂において、難燃剤に使用されていた赤リン
の耐水性に不具合があったため、湿度の影響で
リン酸が生じて端子金属が溶出し、端子間で短
絡が生じて焼損に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/30)直流電源装置（パソコン
用）

恵安（株）

ＫＴ－ＡＰ６００－ＡＳＧ

( 火災 )

A201800252

2018-0555

2018/07/07

(事故発生地)

北海道

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（２２年）により、循
環モーターと電装ボックスとの接続部パッキン
が劣化したことで、モーター側から漏れた循環
液が電装ボックス内部へ浸入し、電源コード接
続部でトラッキング現象が発生して出火したも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/30)電気ポンプ

ピーエス（株）

ＲＳ２５／７０ｒ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201800253

2018-0700

2018/07/15

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、雑音防止用チップコンデンサー
部分で異常発熱が生じ、焼損したものと推定さ
れるが、雑音防止用チップコンデンサーが焼失
して確認できないことから、異常発熱が生じた
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/31)照明器具

パナソニック（株）

ＨＨ－ＬＰ７９８Ｎ

( 火災 )

A201800258

2018-0701

2018/07/20

(事故発生地)

京都府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、モーター用コンデンサーが異常
発熱して出火に至ったものと推定されるが、コ
ンデンサーの焼損が著しく、異常発熱した原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/01)扇風機

燦坤日本電器（株）

ＴＫ－Ｆ３００４Ｒ

( 火災 )

A201800265

2018-0722

2018/07/28

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、基板上の倍電圧回路の電解コン
デンサーの接続端子部から出火したものと推定
されるが、当該基板が焼失して確認できなかっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/03)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＡＲ２２ＡＥＳ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201800267

2018-0723

2018/07/11

(事故発生地)

東京都

　店舗で当該製品を焼損する火災が発生
した。

　当該製品の確認ができず、また詳細な使用状
況も不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/03)コンセント

（株）新光製作所（東芝ラ
イテック（株）ブランド）

ＤＧ２１１１（東芝ライテ
ック（株）ブランド）

( 火災 )

A201800268

2018-0734

2018/07/14

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ファンモーター用コンデンサー
から出火したものと考えられるが、当該コンデ
ンサーが焼失し確認できなかったことから、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/07)エアコン（室外機）

船井電機（株）

ＦＨＧ－２２９

( 火災 )

A201800271

2018-0736

2018/06/04

(事故発生地)

東京都

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、フィラメント電極がガラス発光
管と接触したため、点灯通電時に過熱、溶融し
たガラス発光管が周囲の樹脂を焼損し発煙した
ものと推定されるが、フィラメント電極がガラ
ス発光管と接触した原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/07)蛍光ランプ

パナソニック　ライティン
グデバイス（株）

ＥＦＤ１５ＥＬ／１１Ｅ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201800272

2018-0737

2018/07/29

(事故発生地)

大阪府

　工場の更衣室で当該製品を使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　当該製品は長期使用（４８年）により、モー
ター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショート
が生じて出火に至ったものと推定される。

　三洋電機（株）（現　パナソニック（株
））は、長期使用の扇風機について、
２００７年（平成１９年）８月２５日以降
、毎年、新聞広告を掲載し、また、
２００７年（平成１９年）９月からはテレ
ビ広告を実施するなどして、使用の中止及
び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2018/08/07)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＥＺ

( 火災 )

A201800274

2018-0588

2018/07/07

(事故発生地)

愛媛県

　社員寮で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、内蔵のリチウムイオン電池セル
が異常発熱して出火したものと考えられるが、
電池セルの焼損が著しく、異常発熱した原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/07)リチウム電池内蔵充電器

アンカー・ジャパン（株）

Ａ１２０８０１１

( 火災 )

A201800281

2018-0747

2018/07/30

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１６年）により、電
解コンデンサーの絶縁性能が低下して内部短絡
が生じ、安全弁が開弁し電解液が噴出したもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、製造事業者であるオ
ーデリック（株）及び（一財）日本照明工
業会は、ホームページに点検・交換の推奨
時期、耐用年数を表示するとともに長期使
用の製品に関する注意喚起を実施している
。

(受付:2018/08/09)照明器具

オーデリック（株）

ＯＬ１１１１９３Ｎ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201800286

2018-0749

2018/07/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品のロータリースイッチに接続されて
いた電源コードのファストン端子が異常発熱し
、周辺の樹脂等が焼損したものと推定されるが
、異常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/10)電気こんろ

三化工業（株）

ＳＰＨ－１３１Ｓ

( 火災 )

A201800291

2018-0768

2018/07/29

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、バックライト用インバーター基
板の出力コネクター部でトラッキング現象が生
じ焼損したものと推定されるが、コネクター部
の焼損が著しくトラッキング現象が生じた原因
が不明なことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/14)液晶テレビ

シャープ（株）

ＬＣ－３２ＡＤ５

( 火災 )

A201800297

2018-0766

2018/08/05

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のコンプレッサー用運転コンデンサ
ーから出火した可能性が考えられるが、焼損が
著しいため、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/17)除湿機

（株）コロナ

ＣＤ－Ｐ６３１２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201800302

2018-0800

2018/08/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品をかばんの中に入れていたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　当該製品に内蔵されたリチウムイオン電池セ
ルに内部短絡が生じたため、異常発熱して出火
したものと推定されるが、当該製品の焼損は著
しく、制御基板等の確認できない部品もあった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/22)リチウム電池内蔵充電器

（株）アベル（マイヤード
（株）ブランド）

ＭＹ－ＬＩ２０（マイヤー
ド（株）ブランド）

( 火災 )

A201800306

2018-0808

2018/08/10

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、内部配線の固定位置に不具合が
あり、首振り運転時に内部配線に引っ張り応力
が繰り返し加わったため、内部配線が断線、ス
パークし、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/23)扇風機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

Ｆ－ＣＢ３２２

( 火災 )

A201800307

2018-0809

2018/08/04

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の制御基板が著しく焼損し、内部配
線に溶融痕が認められることから、当該製品か
ら出火したものと推定されるが、焼損が著しく
確認できない部品があるため、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/24)扇風機

（株）千住

ＭＩ－１０６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0068

A201800308

2018-0810

2018/08/13

(事故発生地)

福岡県

　事務所で当該製品の電源を入れたとこ
ろ、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　当該製品内部の偏向基板でトラッキング現象
が発生して出火したものと考えられるが、基板
の焼損が著しく、トラッキング現象が発生した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/24)テレビ（ブラウン管型）

シャープ（株）

２９Ｃ－ＢＳ１

( 火災 )

A201800309

2018-0776

2018/08/07

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルに内部短
絡が生じて焼損したものと推定されるが、内部
短絡が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/24)携帯電話機（スマートフ
ォン）

プラスワン・マーケティン
グ（株）

ＦＴＪ１６２Ｄ－Ｐｒｉｏ
ｒｉ４

( 火災 )

A201800310

2018-0819

2018/08/14

(事故発生地)

滋賀県

　工場で当該製品を使用中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は焼損が著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/27)扇風機

（株）ナカトミ

ＤＳ４５０Ｋ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0069

A201800315

2018-0822

2018/08/12

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、ＡＣアダプターのＤＣプラグ樹
脂において難燃剤に使用されていた赤リンの耐
水性に不具合があったため、湿度の影響でリン
酸が生じて端子金属から銅が溶出し端子間が短
絡したこと、又はＤＣプラグ内部の配線のはん
だ付け部に不具合があったことで異常発熱が生
じ、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/29)ハードディスク（パソコ
ン周辺機器）

エレコム（株）

ＬＣＨ－２Ｄ２ＴＱＳ

( 火災 )

A201800317

2018-0690

2018/07/24

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（４８年）により、モ
ーター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショー
トして出火に至ったものと推定される。

　三洋電機(株)（現　パナソニック（株）
）は、長期使用の扇風機について、
２００７年（平成１９年）８月２５日以降
、毎年、新聞広告を掲載し、また、
２００７年（平成１９年）９月からはテレ
ビ広告を実施するなどして、使用の中止及
び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2018/08/30)扇風機

三洋電機（株）（（株）全
日電チェーンブランド）

ＪＦ－３１Ａ（（株）全日
電チェーンブランド）

( 火災 )

A201800318

2018-0857

2018/08/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損したものと考え
られる。

　製造事業者であるシャープ（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１２年（平
成２４年）４月１６日にホームページに情
報を掲載するとともに、翌４月１７日に新
聞社告を行い、当該製品を含む対象製品に
ついて、無償点検・部品交換を実施してい
る。

(受付:2018/08/30)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＷＡ３５Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0070

A201800319

2018-0858

2018/08/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品は長期使用（１４年）により整流ダ
イオードと抵抗との間でトラッキング現象が発
生したため、防湿用のポッティング材が焼損に
至ったものと推定されるが、ポッティング部分
が焼失し確認できないことから、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/30)温水洗浄便座

（株）ＩＮＡＸ（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）

ＤＶ－１１５Ａ

( 火災 )

A201800321

2018-0859

2018/07/24

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、モーター用コンデンサーが内部
短絡して異常発熱し出火したものと推定される
が、コンデンサーの焼損が著しく、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/30)扇風機

燦坤日本電器（株）

ＴＳＫ－Ｆ１２０２Ｒ

( 火災 )

A201800322

2018-0860

2018/08/20

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、制御基板から出火した可能性が
考えられるが、制御基板の一部が焼失して確認
できず、事故発生以前の詳細な使用状況が不明
であることから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/30)冷風機

燦坤日本電器（株）

ＴＫ－ＡＣ０７Ｒ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0071

A201800326

2018-0875

2018/07/25

(事故発生地)

愛知県

　施設で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３９年）により、モ
ーター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショー
トが生じて出火に至ったものと推定される。

　三洋電機（株）（現　パナソニック（株
））は、長期使用の扇風機について、
２００７年（平成１９年）８月２５日以降
、毎年、新聞広告を掲載し、また、
２００７年（平成１９年）９月からはテレ
ビ広告を実施するなどして、使用の中止及
び製品の廃棄を呼びかけている。

(受付:2018/09/03)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－８ＥＦ

( 火災 )

A201800327

2018-0876

2018/08/06

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を延長コードに接続し、ＵＳ
Ｂケーブルを使用して携帯電話機（スマ
ートフォン）を充電中、当該製品を焼損
する火災が発生した。

　当該製品は、基板上の制御ＩＣの単品的な不
具合により異常発熱して焼損したものと推定さ
れるが、制御ＩＣ及びその周辺基板の焼損が著
しいことから、異常発熱に至った原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/03)ＡＣアダプター（スマー
トフォン用）

ラディウス（株）（（株）
大創産業ブランド）

ＪＡＮ：
４５４９１３１６２０６５
８１．０Ａ　ｈｏｌｉｄａ
ｙ（（株）大創産業ブラン
ド）

( 火災 )

A201800328

2018-0877

2018/08/15

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３３年）により、圧
縮機用運転コンデンサーの絶縁性能が低下した
ため、内部短絡により出火したものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/03)エアコン（室外機）

三菱電機（株）（ブラザー
工業（株）ブランド）

ＲＡ－１０５（ブラザー工
業（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0072

A201800331

2018-0762

2018/08/11

(事故発生地)

北海道

　当該製品を充電器で充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。（
A201800330と同一事故）

　当該製品は、内蔵のリチウムイオン電池セル
が異常発熱して出火したものと推定されるが、
電池セルの焼損が著しく、異常発熱した原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/04)バッテリー（リチウムイ
オン、草刈機用）

（株）サカソウインベント
（（株）山善ブランド）

ＬＢＣ－２５ＡＨ１２０（
（株）山善ブランド）

( 火災 )

A201800342

2018-0901

2018/08/28

(事故発生地)

東京都

　事務所で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のリチウムポリマー電池セルが内部
短絡したため、異常発熱し焼損したものと推定
されるが、焼損が著しく、詳細な使用状況等が
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/07)リチウム電池内蔵充電器

ティ・アール・エイ（株）

ＣＨＥ－０４５

( 火災 )

A201800345

2018-0850

2018/08/19

(事故発生地)

長崎県

　車両内で、当該製品で他社製の携帯電
話機を充電中、当該製品及び周辺を焼損
する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルに内部短
絡が生じたため、異常発熱して出火したものと
推定されるが、焼損が著しいことから、電池セ
ルが異常発熱した原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/10)リチウム電池内蔵充電器

アンカー・ジャパン（株）

Ａ１２０９０２１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0073

A201800346

2018-0932

2018/07/19

(事故発生地)

愛知県

　工事現場で当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが異常発熱し、出火したもの
と推定されるが、バッテリーパックの焼損が著
しく、事故発生以前の詳細な使用状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/10)ＬＥＤヘッドライト（リ
チウムイオン、充電式）

ジェントス（株）（現　レ
ッドレンザ－ジャパン（株
）が事業承継）

ＯＰＴ－７２９８

( 火災 )

A201800356

2018-0953

2018/09/04

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品内部から出火したものと推定される
が、コンデンサー等の一部部品が確認できなか
ったことから、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/14)送風機

エス・デイ・ケイ（株）

ＣＤ－２０８

( 火災 )

A201800357

2018-0812

2018/08/11

(事故発生地)

長崎県

　当該製品で他社製の携帯電話機を充電
中、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生し、１名が火傷を負った。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、出火に至ったものと推定されるが
、焼損が著しいことから、電池セルが内部短絡
した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/14)リチウム電池内蔵充電器

（株）ＭＳソリューション
ズ

ＬＰ－ＭＢＹ５０ＷＨ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0074

A201800363

2018-0970

2018/09/06

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品のプリント基板のダ
イオードブリッジのはんだ接続部で、はんだ量
が少なく、プリント基板と電装品箱の熱伸縮の
差により、はんだ接続部に繰り返し応力が掛か
り、はんだクラックが発生し、発煙・出火に至
ったものと考えられる。

　製造事業者であるダイキン工業（株）は
、事故の再発防止を図るため、２００４年
（平成１６年）１０月１８日にウェブサイ
トに情報を掲載し、翌１０月１９日に新聞
社告を行うとともに、継続的に新聞折込チ
ラシやダイレクトメールの送付を行い、当
該製品を含む対象製品について無償点検及
び改修を実施している。

(受付:2018/09/18)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＲＡＺ２２５Ｘ（推定）

( 火災 )

A201800367

2018-0971

2018/09/09

(事故発生地)

兵庫県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源基板に実装されているスイ
ッチング制御用トランジスターが異常発熱して
焼損し、発煙に至ったものと推定されるが、一
部の部品が焼失して確認できなかったことから
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/19)照明器具

アイリスオーヤマ（株）

ＩＲＬＤＢＬ－７０ＣＬ－
Ｎ－ＳＱ５３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0075

A201800373

2018-1000

2018/09/10

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故の原因は、身体等が当該製品のつまみに
触れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれ
ていた可燃物などが燃えたものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2018/09/25)電気こんろ

富士工業（株）（サンウエ
ーブ工業（株）ブランド）

ＳＢＥ－１０１－２００Ｖ
（組み込み先のキッチンメ
ーカーは不明）（サンウエ
ーブ工業（株）ブランド）

( 火災 )

A201800376

2018-1002

2018/09/07

(事故発生地)

神奈川県

　施設で当該製品を使用中、当該製品の
内部部品を焼損する火災が発生した。

　当該製品の電源基板で制御ＩＣが故障し、過
電圧又は過電流が発生したため、点灯回路の複
数の電気部品が焼損した可能性が考えられるが
、電気回路の詳細が確認できなかったことから
、原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/25)照明器具

パナソニック（株）

ＨＦＡ７４３０ＫＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0076

A201800390

2018-1063

2018/09/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、当該製品内部の電源コードと基
板を接続する配線に製造時の不具合があったた
め、その後の使用によって接触不良が生じ、接
続部が発熱して電源コード被覆が発火し、製品
内のファンモーターのソケット部を焼損したも
のと推定される。

　輸入事業者である三洋電機（株）では、
事故の再発防止を図るため、２００８年（
平成２０年）６月２０日にホームページへ
情報掲載を行うとともに、翌６月２１日に
新聞社告を掲載し、当該製品を含む対象製
品について、注意喚起及び無償改修（電源
コードの交換及び難燃性を向上させた冷却
用ファンへの交換）を実施している。また
、同社では、複数回の新聞社告の掲載、ダ
イレクトメールの発送、当該リコール情報
を掲載したチラシを作成し、販売店等を通
じた消費者への配布や、生活情報誌等に広
告の掲載等を行っている。

(受付:2018/10/05)電子レンジ

三洋電機（株）

ＥＭＯ－ＣＨ１０

( 火災 )

A201800407

2018-1111

2018/09/29

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、コンデンサの製造不良により、
コンデンサ内部の酸化が進行し、規定以上の電
気抵抗が生じて発熱・出火に至ったものと考え
られる。

　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｊａｐ
ａｎ（株）は、事故の再発防止を図るため
、２００８年（平成２０年）１２月１６日
にプレスリリース及びホームページでの告
知を行い、翌１２月１７日に新聞社告を掲
載するとともに、その後もホームページや
新聞社告等での再告知を行い、当該製品を
含む対象製品について、無償で部品交換を
実施している。

(受付:2018/10/16)電気冷蔵庫

ＬＧ電子ジャパン（株）（
現　ＬＧ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃｓ　Ｊａｐａｎ（株
））

ＬＲ－Ａ１７ＰＳ

( 火災 )

A201800408

2018-1021

2018/09/18

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡したため、出火に至ったものと推定されるが
、焼損が著しく、内部短絡の原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である藤
本電業（株）は、リチウム電池内蔵充電器
から出火に至るおそれがあるとして、
２０１８年（平成３０年）１０月１６日よ
りホームページに情報を掲載し、当該製品
を含む対象製品について回収、及び返金又
は製品交換を実施している。

(受付:2018/10/16)リチウム電池内蔵充電器

藤本電業（株）

ＣＬ－０２ＬＰＫ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0077

A201800414

2018-1031

2018/09/19

(事故発生地)

岡山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（３８年）により、モ
ーター軸受の潤滑用オイルが枯渇したことで固
着し、モーター巻線が異常発熱して出火したも
のと推定される。　なお、取扱説明書には、手
入れの注意事項として、「軸受に２年目に一度
は注油する。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、三菱電機（株）では
、２００８年（平成２０年）６月より、ホ
ームページ等で長期使用に関する注意喚起
を行っており、異常に気づいた場合は直ち
に使用を中止し、販売店などに相談するよ
う呼び掛けている。

(受付:2018/10/19)換気扇

三菱電機（株）

Ｖ－６５Ｘ

( 火災 )

A201800417

2018-1144

2018/10/10

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、火災警報器が鳴動
したため確認すると、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が火傷を
負った。

　事故原因は、当該製品の電気集じん部の放電
線が集じんフィルターに接触することにより、
導電性物質が集じんフィルターに付着した際に
、集じんフィルターと脱臭フィルターの間で放
電が発生し、出火したものと推定される。

　製造事業者であるダイキン工業（株）は
、事故の再発防止を図るため、２０１０年
（平成２２年）４月９日にプレスリリース
及びウェブサイトへの情報掲載を行い、同
月１０日に新聞社告を実施するとともに、
販売ルートへのダイレクトメールの送付、
販売店リストによる電話連絡、チラシ配布
等を行い、当該製品を含む対象機種につい
て無償点検及び修理を実施している。

(受付:2018/10/22)空気清浄機

ダイキン工業（株）

ＡＣＭ７５Ｊ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0078

A201800424

2018-1074

2018/09/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故の原因は、身体等が当該製品のつまみに
触れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれ
ていた可燃物などが燃えたものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2018/10/24)電気こんろ

日立熱器具（株）（現　日
立アプライアンス（株））

ＨＴ－１２５０（組み込み
先のキッチンメーカーは不
明）

( 火災 )

A201800429

2018-1162

2018/09/18

(事故発生地)

千葉県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品を
焼損する火災が発生した。

　当該製品をショーケース内に設置した状態で
長期間（１２年）使用されたことにより、安定
器巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショートが
生じて異常発熱し、発煙に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/26)照明器具

（株）豊田照明（現　コイ
ズミ照明（株）が事業承継
）

ＫＴＧ４１０４ＡＺ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0079

A201800430

2018-0854

2018/08/16

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、内蔵のリチウムイオン電池セル
が異常発熱して出火したものと推定されるが、
焼損が著しく、異常発熱した原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/29)電気掃除機（充電式）

広福日通（株）

ＨＬＨＭ０３６ＡＢＪＰ

( 火災 )

A201800434

2018-1166

2018/09/30

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルが異常
発熱し、出火に至ったものと推定されるが、電
池セルの焼損が著しく、制御基板の部品が脱落
して動作確認ができなかったことから、電池セ
ルが異常発熱した原因の特定には至らなかった
。

　輸入事業者である（株）グッド・グッズ
は、充電中に異常発熱し出火に至るおそれ
があるとして、２０１６年（平成２８年）
１月２２日に当該型式品の輸入中止及び販
売停止を実施し、既販品については、
２０１６年（平成２８年）８月２２日にホ
ームページに情報を掲載して製品の回収を
実施している。

(受付:2018/11/01)照明器具（投光器、充電
式）

（株）グッド・グッズ

ＳＴ－１５Ｗ

( 火災 )

A201800437

2018-1101

2018/10/07

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のＩＨコイル引出線の接続端子部に
おいて、カシメ不良によりＩＨコイルの素線の
一部に過電流が流れて異常発熱し、焼損に至っ
たものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/01)電気炊飯器

タイガー魔法瓶（株）

ＪＰＢ－Ｇ１０２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0080

A201800451

2018-1155

2018/10/20

(事故発生地)

北海道

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内のリチウム
イオン電池セルが異常発熱し出火に至ったもの
と推定されるが、電池セルの焼損が著しく、異
常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/07)ノートパソコン

（株）ユニットコム

ＩＮ８ｉ－１５Ｐ５２００
－ｉ５－ＱＺ

( 火災 )

A201800468

2018-0807

2018/07/19

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（４２年）により、運
転コンデンサーの絶縁性能が低下し、内部短絡
が生じて出火に至ったものと推定される。

　日立アプライアンス（株）では、長期使
用の扇風機について、電気部品の経年劣化
によって発煙・出火し、火災に至るおそれ
があることから、２００９年（平成２１年
）４月１日から、「扇風機の長期使用につ
いてのお知らせとお願い」として、扇風機
の使用に当たっての注意事項をホームペー
ジに掲載し、異常に気づいたら直ちに使用
を止め、販売店などに相談するよう呼び掛
けている。

(受付:2018/11/12)扇風機

（株）日立製作所（現　日
立アプライアンス（株））

Ｂ－３０ＭＦ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0081

A201800470

2018-1307

2018/10/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物に引火したものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2018/11/13)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））（（
株）日立ハウステックブラ
ンド）

ＨＫ－１１０２（（株）日
立ハウステック製ミニキッ
チン「ＫＭ－１２０３Ｄ」
に組み込まれたもの）（（
株）日立ハウステックブラ
ンド）

( 火災 )

A201800477

2018-1328

2018/08/04

(事故発生地)

香川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（A201800294と同一事故）

　事故の原因は、身体等が当該製品のつまみに
触れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれ
ていた可燃物などが燃えたものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2018/11/16)電気こんろ

富士工業（株）（サンウエ
ーブ工業（株）ブランド）

ＳＢＥ－３Ｇ（組み込み先
のキッチンメーカーは不明
）（サンウエーブ工業（株
）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0082

A201800478

2018-1330

2018/11/05

(事故発生地)

静岡県

　工場で当該製品を使用中、当該製品を
焼損し、周辺を汚損する火災が発生した
。

　当該製品は、モーター巻線又は運転コンデン
サーの絶縁性能が低下し、短絡、スパークを生
じて出火したものと推定されるが、焼損が著し
く、運転コンデンサーが確認できないことから
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/16)送風機

（株）ナカトミ

ＥＲ－４５０Ｗ

( 火災 )

A201800480

2018-1339

2018/10/22

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１８年）により、モ
ーター巻線の絶縁性能が低下し、レイヤショー
トが生じて出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/19)換気扇

高須産業（株）

ＴＫ－１００ＶＮ

( 火災 )

A201800484

2018-1340

2018/11/13

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルが内部
短絡して出火に至ったものと推定されるが、内
部短絡の原因が、充放電制御ＩＣの動作不良か
、電池セル製造時の不具合かの特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、輸入事業者である（
株）丸辰は、当該型式品の販売を２０１７
年（平成２９年）６月をもって停止し、販
売店へは在庫品の回収又は廃棄を呼びかけ
ている。

(受付:2018/11/20)リチウム電池内蔵充電器

（株）丸辰

３０５８２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0083

A201800488

2018-1356

2018/11/10

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の発熱線から出火したものと考えら
れるが、確認できた部品に出火の痕跡が認めら
れず、発熱線の一部が確認できなかったことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/21)電気毛布（敷毛布）

日本電熱（株）（東京芝浦
電気（株）ブランド）

ＣＳ－２６Ｍ（東京芝浦電
気（株）ブランド）

( 火災 )

A201800507

2018-1397

2018/10/17

(事故発生地)

北海道

　乳児（１０か月）が当該製品の温水レ
バーに触れたところ、チャイルドロック
機能が効かず、お湯が出て火傷を負った
。

　当該製品は、温水コック側の内部部品に寸法
不良があったため、温水コック使用後に内部干
渉してチャイルドロック機能が働かない状態と
なり、乳児がコックレバーに触れた際に湯が出
たものと推定される。

　輸入事業者であるプレミアムウォーター
（株）は、事故の再発防止を図るため、内
部部品の取付工程において寸法管理の強化
を図るとともに火傷事故防止の一環として
注意喚起文を配布することとし、また
２０１９年１月出荷分以降の当該型式品に
ついては、チャイルドロック機能に不具合
が発生した際に不具合に気付けるようにチ
ャイルドロックボタン部の改良を施してい
る。

(受付:2018/11/29)ウォーターサーバー

プレミアムウォーター（株
）

ＨＣ９８Ｌ－ＷＤ　ＡＭ２

( 重傷 )

A201800554

2018-1515

2018/11/24

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、接続コネクターの毛布側接続ソ
ケット内部で異常発熱が生じ、焼損したものと
推定されるが、接続ソケットの焼損が著しく、
異常発熱が生じた原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/18)電気毛布（敷毛布）

三洋電機（株）

ＢＳ－１３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0084

A201800556

2018-1518

2018/12/01

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の出力切替スイッチ又はタイマース
イッチから出火したものと推定されるが、接点
等が確認できなかったことから、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/18)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

（株）千住

ＣＨ－９０２（Ｗ）

( 火災 )

A201800560

2018-1362

2018/11/18

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ＰＴＣヒーターと接続するファ
ストン端子のカシメ不良により接続部が異常発
熱して、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/20)電気温風機（セラミック
ファンヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＤＡ－Ｓ１２６０Ｒ（ＷＨ
）

( 火災 )

A201800573

2018-1580

2018/11/13

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品メイン基板内のノイズ除去用チップ
コンデンサーが短絡状態となり大電流がアース
に流れたため、当該チップコンデンサー、銅箔
パターン、周辺基材、コネクター等が焼損した
ものと推定されるが、当該チップコンデンサー
は焼失しており、チップコンデンサーが短絡し
た原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/25)液晶テレビ

東芝映像ソリューション（
株）

５０Ｚ８１０Ｘ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0085

A201800574

2018-1447

2018/12/08

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2018/12/25)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９００Ｓ（ＷＨ）

( 火災 )

A201800583

2018-1602

2018/12/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請を行い
、対象製品について無償点検及び修理を実
施している。

(受付:2018/12/27)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９４５ＳＲ（ＷＨ
）

( 火災 )

A201800588

2018-1604

2018/12/16

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、足に火傷を負った
。

　当該製品は、器具用差込みプラグの樹脂ケー
スに設計上の肉厚が十分でない箇所があったた
め、組立工程においてねじを締め付ける際に亀
裂を生じ、使用を継続しているうちにケースが
破損して外れ、充電部が露出した状態となって
、充電部に使用者の足が触れ、火傷を負ったも
のと推定される。

　輸入事業者である（株）オーム電機は、
事故の再発防止を図るため、２０１９年（
平成３１年）１月１０日付けでホームペー
ジに情報を掲載するとともに、当該製品を
含む対象機種について、回収及び返金を実
施している。

(受付:2018/12/28)電気こたつ用コード

（株）オーム電機

ＨＳ－Ｔ７５９６

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0086

A201800591

2018-1606

2018/12/23

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパックに使われている
リチウムイオン電池セルの製造時の不具合によ
り、導電性異物がセル内に混入し、充放電等を
繰り返すうちに、内部短絡して異常発熱し焼損
したものと推定される。

　輸入事業者であるＤｙｎａｂｏｏｋ（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）１月２８日にホ
ームページに情報を掲載するとともに、同
月２９日に新聞社告を行い、対象バッテリ
ーパック（特定の期間に製造した電池セル
を使用したもの）の無償交換を行っている
。

(受付:2018/12/28)ノートパソコン

（株）東芝（現　Ｄｙｎａ
ｂｏｏｋ（株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｒ
７３１／３６ＤＫＤ

( 火災 )

A201800618

2018-1629

2018/12/31

(事故発生地)

大阪府

　駐輪場の事務室で当該製品を使用中、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、ファンモーターのコネクター部
で異常発熱が生じたため、出火したものと推定
されるが、コネクター部の焼損が著しく、異常
発熱が生じた原因の特定には至らなかった。ま
た、当該製品は社告対象製品であり、事業者が
事故発生以前に当該製品を点検していたにもか
かわらず、適切な処置をしていなかったことも
事故発生に影響したものと推定される。

　三菱重工サーマルシステムズ（株）は、
事故の再発防止を図るため、当該製品を含
む対象機種について、２０１８年（平成
３０年）１月１１日付けで同社ホームペー
ジに情報を掲載するとともに、同年５月
３０日には対象範囲を追加し、対象製品に
ついて無償で点検、改修を実施している。

(受付:2019/01/11)エアコン

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＫ２２ＺＩ－Ｗ

( 火災 )

A201800633

2018-1709

2019/01/10

(事故発生地)

兵庫県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパックに使われている
リチウムイオン電池セルの製造時の不具合によ
り、導電性異物がセル内に混入し、充放電等を
繰り返すうちに、内部短絡して異常発熱し焼損
したものと推定される。

　輸入事業者であるＤｙｎａｂｏｏｋ（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）１月２８日にホ
ームページに情報を掲載するとともに、同
月２９日に新聞社告を行い、対象バッテリ
ーパック（特定の期間に製造した電池セル
を使用したもの）の無償交換を行っている
。

(受付:2019/01/17)ノートパソコン

（株）東芝（現　Ｄｙｎａ
ｂｏｏｋ（株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｒ
７３１／Ｂ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0087

A201800641

2018-1739

2018/12/24

(事故発生地)

愛知県

　当該製品の上に置かれていた可燃物を
焼損する火災が発生した。

　使用者がごみ袋を持って当該製品の前を通っ
た際、当該製品のスイッチつまみに身体等が接
触してスイッチが入り、当該製品の上に置かれ
ていた可燃物が焼損したものと推定されるが、
スイッチつまみが本体表面から凸状に出ている
構造であったことも事故発生に影響したものと
考えられる。　なお、取扱説明書には、「可燃
物から十分離す。棚の下など落下物の危険があ
るところでは使用しない。」旨、記載されてい
る。

　製造事業者である三化工業（株）は、
１９８９年（平成元年）４月製造分からス
イッチつまみが操作パネルより出ない構造
に改良している。また、ヒーター上部や周
囲に可燃物を置かない等の注意喚起をホー
ムページで実施している。　なお、販売事
業者である東芝ライフスタイル（株）は、
２００７年（平成１９年）９月３日付けで
ホームページに情報を掲載し、対象製品に
ついて無償で改修を実施している。

(受付:2019/01/21)電気こんろ

三化工業（株）（東芝設備
機器（株）ブランド）

ＢＨＰ－１２２（東芝設備
機器（株）ブランド）

( 火災 )

A201800648

2018-1733

2019/01/01

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　事故原因は、身体等が当該製品のつまみに触
れてスイッチが入り、当該製品の上に置かれて
いた可燃物に引火したものと考えられる。

　小型キッチン等に組み込まれた電気こん
ろ（つまみが飛び出しているもの）につい
ては、身体や荷物がつまみ（スイッチ操作
部）に触れ、スイッチが入ってしまう事故
が多発していることから、各事業者におい
てつまみ（スイッチ部）の無償改修を行っ
ている。さらに、電気こんろメーカー及び
キッチンユニットメーカー１３社は、
２００７年（平成１９年）６月２０日に「
小形キッチンユニット用電気こんろ協議会
」を設立し、再発防止のため、１００％改
修を目指した抜本的対策を、２００７年（
平成１９年）７月３日及び同年７月３１日
に公表し、改修を進めている。「一口電気
こんろ」と同様のスイッチ構造を持つ「上
面操作一口電気こんろ」及び「複数口電気
こんろ」については、２００７年（平成
１９年）８月１日に改修対象に加え、新聞
社告を掲載し、また、新聞折り込みチラシ
の配布を全国で展開する等改修を進めてい
る。

(受付:2019/01/22)電気こんろ

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））（（
株）日立ハウステックブラ
ンド）

ＨＫ－１１０３（（株）日
立ハウステック製ミニキッ
チン「ＫＭ－９０３Ｄ」に
組み込まれたもの)（（株）
日立ハウステックブランド
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0088

A201800649

2018-1734

2019/01/10

(事故発生地)

三重県

　寮で当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　当該製品は、室外機への電源を制御するパワ
ーリレー内部の接点で、接触不良が生じて異常
発熱し、出火したものと推定されるが、パワー
リレーの焼損が著しく、接点部が焼失して確認
できないことから、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/22)エアコン

三洋電機（株）

ＳＡＰ－２８５ＫＡＲ

( 火災 )

A201800682

2018-1794

2019/01/09

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源コードと自動温度調節器の
配線との閉端接続子部において、カシメ不良に
より異常発熱又は断線によるスパークが発生し
たことで出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/01)電気鍋

ツインバード工業（株）

ＥＰ－４１６１ＳＩ

( 火災 )

A201800683

2018-1833

2018/12/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ヒーターユニットに本来の仕様
と異なる形状の反射板が使用されていたため、
ヒーターユニットの側面が加熱され、固定用の
樹脂部品が変形して落下し、周辺の可燃物に接
触して焼損に至ったものと推定される。

　輸入事業者である（株）ニトリでは、事
故の再発防止を図るため、２０１０年（平
成２２年）２月１６日付けでホームページ
及び店頭に社告を掲載するとともに、顧客
へダイレクトメールを送付し、当該製品を
含む対象製品について、無償でヒーターユ
ニットの交換を実施している。　また、
２０１６年（平成２８年）４月１３日付け
で対象範囲の拡大を行う旨、ホームページ
に情報を掲載し、２０１９年（平成３１年
）２月５日付けで再周知を実施している。

(受付:2019/02/04)電気こたつ

（株）ニトリ

ＮＳＴ－７５－２　ＷＨ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0089

A201800684

2018-1692

2018/12/29

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請やテレ
ビＣＭ放送等による注意喚起を行い、対象
製品について無償点検及び修理を実施して
いる。

(受付:2019/02/04)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９００Ｓ（ＷＨ）

( 火災 )

A201800692

2018-1854

2018/12/26

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の電源を入れたところ、当該
製品を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請やテレ
ビＣＭ放送等による注意喚起を行い、対象
製品について無償点検及び修理を実施して
いる。

(受付:2019/02/07)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＫＹＡ－Ｃ９１５Ｒ（ＷＨ
）

( 火災 )

A201800720

2018-1791

2019/01/27

(事故発生地)

三重県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
を焼損する火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　輸入事業者であるユアサプライムス（株
）では、事故の再発防止を図るため、
２０１６年（平成２８年）３月１９日より
ホームページに情報を掲載し、新聞社告を
行うとともに、販売店への協力要請やテレ
ビＣＭ放送等による注意喚起を行い、対象
製品について無償点検及び修理を実施して
いる。

(受付:2019/02/14)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＫＹＡ－Ｃ９１５Ｒ（ＷＨ
）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0090

A201800744

2018-1910

2019/02/14

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部にメッキ不良があり
、使用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱し、
その影響により、コントローラー基板上のはん
だ付け部にはんだクラックが生じ、絶縁不良と
なり、異極間でスパークし、焼損したものと考
えられる。

　東陶機器（株）（現　ＴＯＴＯ（株））
は、当該製品を含む対象機種について、製
品内部の一部接続部で接触不良が発生し、
プラスチック製タンクの一部から発煙・出
火に至るおそれがあることから、平成１９
年４月１６日にホームページへ情報を掲載
するとともに、翌１７日に新聞社告を掲載
し、注意喚起を行うとともに、対象製品に
ついて無償点検・改修を実施している。

(受付:2019/02/25)温水洗浄便座

東陶機器（株）（現　ＴＯ
ＴＯ（株））

ＴＣＦ９６５

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0091

A201700102

2017-0392

2017/05/03

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、対流用送風モーターの電線と気
化ヒーターの端子が接触したため、気化ヒータ
ーへの通電が継続し出火したものと推定される
が、電線と端子が接触した原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/05/25)石油温風暖房機（密閉式
）

（株）コロナ

ＦＦ－ＶＧ３５１４Ｙ

( 火災 )

A201700468

2017-1535

2017/10/16

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２１年）による水量
センサーの二次側接続部のＯリングの劣化によ
り水漏れが発生し、熱交換器に十分な水が流れ
なくなったにもかかわらず、水量センサーが十
分な水が流れていると誤判断したため過熱し続
け、空だき状態となり、事故に至ったものと推
定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/02)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯器（ＬＰガス用）

（株）長府製作所

ＧＫ－１６００Ｋ

( 火災 )

A201700529

2017-1681

2017/11/17

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、空だきにより熱交換器が過熱し
焼損したものと推定されるが、過熱防止装置が
作動したにもかかわらず、空だきに至った原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/27)油だき温水ボイラ

（株）富士通ゼネラル

ＫＢ－６４ＨＳＢ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0092

A201700533

2017-1683

2017/11/18

(事故発生地)

長野県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（２５年）による着火
不良や燃焼不良により、すすが熱交換器底部の
フィンにつまり、スムーズな排気ができなくな
ったことで熱交換器内部が高温状態となったた
め、熱交換器と消音器の接続部のガスケットが
劣化して器具内部に排気が漏れて高温状態とな
り、電磁ポンプのＯリングが劣化して灯油が漏
れて消音器にたまり、使用時の熱で気化した灯
油にバーナーの火が引火し、バーナー付近を焼
損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/28)石油給湯機

（株）コロナ

ＵＩＢ－３１０ＴＸ３（Ｆ
）

( 火災 )

A201700543

2017-1697

2017/11/21

(事故発生地)

岩手県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は機器の修理、点検及び空焚き防止
装置の作動状況を判定するため、一時的に使用
する点検用コネクター（空焚き防止装置を働か
せないようにするもの）を修理・点検後に戻し
忘れたため、空だきとなった際に空だき防止装
置が作動せず、火災に至ったものと考えられる
。

　（株）長府製作所は、当該製品を含む対
象機種について、修理・点検時の点検用コ
ネクターの戻し忘れによる空焚き事故が発
生したことから、事故再発防止のため、平
成１９年７月２７日にプレスリリース及び
ＨＰに情報掲載し、点検用コネクターが付
属する全ての機種について、無償点検によ
り点検用コネクターの回収を実施。他の対
象機種と一部構造等が異なる２機種（ＣＫ
－１１及びＣＫ－１１Ｓ）は、空焚き防止
回路が不安定な際、空焚き防止装置の作動
頻度が多くなり修理等の依頼が増え、点検
用コネクターの戻し忘れの可能性が高くな
るため、安定的な作動確保のため基板交換
も実施。周知のため平成１９年７月２８日
に新聞社告、平成２１年１０月～平成２２
年３月までＴＶＣＭ放映、継続的に販売・
サービス店による修理・点検時に対象機種
がある場合、確認と回収等の徹底、ポスタ
ー掲示、店頭チラシ配布、新聞折込みチラ
シ等による呼び掛けを行っている。

(受付:2017/12/01)石油給湯機付ふろがま

（株）長府製作所

ＪＩＢ－２Ｔ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0093

A201700584

2017-1799

2017/12/05

(事故発生地)

青森県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（１８年）により、缶
体内の水の凍結等で缶体中央の溶接部に亀裂が
発生し、水が漏れ缶体底部やベース部分を腐食
させ、運転時の燃焼熱が腐食によって生じた穴
から下に抜けて床を焼損したものと推定される
。また、事故発生の前々日に異常が認められた
際に点検対応した販売店が当該製品のベース部
分にさびが発生していたにもかかわらず修理対
応しなかったことも事故発生に影響したものと
考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/18)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３０４０ＣＸ（Ｆ
Ｆ）

( 火災 )

A201700594

2017-1816

2017/12/17

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、製造工程時に器具栓スピンドル
部のＯリングを固定するＯリング押さえが正し
く取り付けられておらず、点火操作の繰り返し
によりＯリングの位置がずれたため、漏れたガ
スにバーナーの炎が引火し内部を焼損したもの
と推定される。

　（株）パロマは、２０１３年５月２０日
製造分より製造工程の中でＯリング押さえ
の取付け確認を行っている。また、現在製
造している同型式の機器は、安全性を向上
させるため、Ｏリング押さえ部分の構造を
変更している。また、引き続き同様の事故
発生について注視していくとともに、必要
に応じて対応を行うこととする。

(受付:2017/12/22)開放式ガス瞬間湯沸器（
ＬＰガス用）

（株）パロマ

ＰＨ－５５Ｂ－１

( 火災 )

A201700640

2017-1909

2017/12/20

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を使用中、建物２棟を全焼す
る火災が発生した。

　当該製品に異常燃焼及び油漏れの痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、確認できない
部品があったこと、ガソリン誤給油の可能性も
考えられることから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/09)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－５６１７Ｌ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0094

A201700681

2017-1853

2017/12/25

(事故発生地)

広島県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品は、しんからしんホルダーが外れて
おり、しんの上下機構が正常に行われていなか
ったことで異常燃焼した可能性も考えられるが
、焼損が著しく、詳細な使用状況も不明である
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/01/22)石油ストーブ（開放式）

（株）トヨトミ

ＲＣＡ－８６Ａ

( 火災 )

A201700714

2017-2091

2018/01/24

(事故発生地)

青森県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（１６年）により、点
火用の電極が摩耗して点火不良が生じ、内部に
たまった未燃灯油に着火したことで排気管の断
熱クロスが焼損したものと推定される。また、
半年前から当該製品に異常が発生していたにも
かかわらず、適切な処置をしていなかったこと
も事故発生に影響したものと考えられる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/02)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３３００ＴＸＡ（
ＦＦ）

( 火災 )

A201700747

2017-2097

2017/12/28

(事故発生地)

愛媛県

　当該製品の給油タンクに給油後、当該
製品に戻す際に灯油がこぼれ、建物４棟
を全焼、４棟を部分焼する火災が発生し
た。

　当該製品を消火しないで給油作業を行い、給
油したカートリッジタンクを製品本体に装着し
ようとした際に、燃料がこぼれて出火に至った
ものと推定されるが、詳細な使用状況等が不明
のため、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/16)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｂ２７ＷＹ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0095

A201700756

2017-2269

2018/02/12

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、対流用送風機に堆積したほこり
が高温部に接触して着火し、出火した可能性が
考えられるが、電磁ポンプやプリント基板の焼
損が著しく、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/21)石油ストーブ（密閉式）

（株）コロナ

ＵＨ－Ｆ７０ＰＡＫ２

( 火災 )

A201700763

2017-2288

2018/02/10

(事故発生地)

山梨県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品の電磁弁に使用されているＯリング
（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生したことから、漏れた灯油に引
火し、火災に至ったものと推定される。

　製造事業者である（株）ノーリツでは、
再発防止策として、平成１４年１０月２４
日に新聞社告を掲載し、注意喚起を行うと
ともにＯＥＭ製品を含む対象商品について
無償改修を実施している。

(受付:2018/02/23)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－３０２Ｙ

( 火災 )

A201700771

2017-2315

2018/02/03

(事故発生地)

青森県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１５年）により、缶
体の中央及び縦溶接部に微細な亀裂が発生し、
亀裂から漏れた水により缶体底部やベース部分
が腐食し、腐食によって生じた穴から燃焼熱が
下に抜けて床材が焼損したものと推定される。
また、当該製品を木製の床材の上に直接設置し
たことも事故発生に影響したものと考えられる
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/27)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３２００ＸＡ（Ｆ
Ｆ）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0096

A201700787

2017-2331

2018/02/23

(事故発生地)

北海道

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（２０年以上）により
、シール部分が劣化して排気が漏れ機器内部の
温度が上昇したことで、電磁ポンプが過熱され
破裂した、又は電磁ポンプから漏れた灯油に引
火し出火した可能性が考えられるが、排気筒の
設置不良も事故発生に影響した可能性が考えら
れ、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/05)石油給湯機

（株）コロナ

ＵＩＢ－３３００ＴＸ（Ｆ
）

( 火災 )

A201700800

2017-2396

2018/02/14

(事故発生地)

青森県

　工事現場で当該製品を使用中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品にブルーシートをかぶせて運転中、
前面の温風吹出口にブルーシートが触れて着火
したものと推定されるが、後部の電装部の焼損
が著しく、基板が確認できなかったため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/09)石油温風暖房機

（株）ナカトミ

ＳＨ－１７５ＥＸ

( 火災 )

A201700812

2017-2434

2018/02/28

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　使用者が当該製品を使用したまま外出した際
、当該製品の正面に置かれた段ボール箱が過熱
され、出火したものと推定されるが、当該製品
の異常の有無を確認できなかったことから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/03/15)石油温風暖房機（開放式
）

（株）トヨトミ

ＬＣ－３２Ｇ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0097

A201800063

2018-0208

2018/05/06

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品を焼損する火災が発
生した。

　当該製品と業務用食器洗浄機の接続部分が緩
み、ガスが漏えいしている状態で業務用食器洗
浄機を使用したため、漏えいしたガスに引火し
たものと推定されるが、当該製品を確認できず
、詳細な使用状況も不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/15)ゴム管（都市ガス用）

（株）十川ゴム

不明

( 火災 )

A201800094

2018-0289

2018/05/03

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、制御基板のダイオード及びセラ
ミック発振子が同時に故障したため、バーナー
部駆動用の回路に電流が流れてバーナーが着火
し、安全装置も作動しない設計であったため、
事故に至ったものと推定されるが、使用者が長
期間使用しないにもかかわらず、電源プラグを
コンセントから抜かず、油タンクの送油バルブ
を閉めていなかったことも事故発生に影響した
ものと考えられる。　なお、取扱説明書には、
長期間使用しないときの注意事項として、「電
源プラグを抜く。油タンクの送油バルブを閉じ
る。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/05/29)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＪＰＫ－Ｎ４

( 火災 )

A201800116

2018-0335

2018/05/08

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が死亡した。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったこと、事故発生時の詳細な状況が不明
なことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/05)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３６７Ｌ

( 火災  死亡 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0098

A201800169

2018-0470

2018/06/18

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は点火プラグの高圧コードに接続不
良があり、また、長期使用（２０年以上）によ
り高圧コードの接続に緩みが生じ、接続部でス
パークが発生し、使用に伴い高圧コードの絶縁
被覆が炭化して出火に至ったものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/28)石油給湯機付ふろがま

ネポン（株）

ＵＫ－３２０Ｓ６

( 火災 )

A201800171

2018-0471

2018/06/16

(事故発生地)

福島県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品内部から出火したものと推定される
が、確認できた部品に出火の痕跡は認められず
、基板の一部が焼失して確認できなかったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
に至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/28)石油給湯機付ふろがま

（株）ＩＮＡＸ（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）

ＴＢＳＫ－３３０１Ｍ

( 火災 )

A201800202

2018-0540

2018/07/03

(事故発生地)

東京都

　爆発を伴う火災が発生し、当該製品及
び周辺を破損し、１名が重傷を負った。

　当該製品の口ゴム部分がガス栓のホースエン
ドに不完全な状態で接続されていたことから、
当該製品に荷重が掛かった際、大きく変形した
ことにより口ゴム部分に亀裂が入り、当該箇所
から漏出した未燃ガスにライターの火が引火し
、爆発したものと推測されるが、当該製品を確
認できず、口ゴム部分の亀裂状態等や事故発生
時の詳細な状況等が不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/12)迅速継手

（株）ハーマン

ＪＧ１０００

( 火災  重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0099

A201800205

2018-0490

2018/07/01

(事故発生地)

北海道

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、基板上のダイオード端子のはん
だ接続部で異常発熱したものと推定されるが、
はんだ接続部の焼損が著しく、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/13)石油給湯機付ふろがま

ＴＯＴＯ（株）（製造：東
陶ユプロ（株）（解散））

ＲＱＥ３０Ｅ

( 火災 )

A201800217

2018-0627

2018/07/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（１６年）に伴い付着
した煮こぼれ等によりガス配管が腐食してガス
漏れが発生したため、使用中のこんろの火が引
火して事故に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/20)ガスこんろ（都市ガス用
）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＰＫＤ－３５１

( 火災 )

A201800234

2018-0649

2018/07/16

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品内部の油脂等がこんろの火によって
着火し、ガスホース又は本体側の接続アダプタ
ーとガスホース側の接続アダプターとの接続箇
所から漏れたガスに引火して火災に至ったもの
と推定されるが、事故発生時の詳細な状況が不
明であり、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/25)ガスカートリッジ直結型
ガスこんろ

コールマンジャパン（株）

２００００１７０６６

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0100

A201800235

2018-0650

2018/07/14

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、ボンベとの接続部に異常は認め
られず、空気量調整レバーが「閉」の状態でボ
ンベを逆さまにし、火口が上を向いて燃焼した
ことで樹脂部品が炎に接して着火したと考えら
れるが、詳細な使用状況が不明のため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/25)ガストーチ

新富士バーナー（株）

ＫＥＹ－４０３

( 火災 )

A201800239

2018-0675

2018/07/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生し、２名が軽傷を負った。

　当該製品のグリル庫内に油脂が多量に付着し
た状態で使用したことから油脂に引火したもの
と推定されるが、当該製品を確認できず、グリ
ル異常過熱防止センサー等の安全装置が正常に
動作していたか不明であり、詳細な使用状況も
不明であるため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/26)ガスこんろ（都市ガス用
）

（株）ハーマン（東京ガス
（株）ブランド）

ＬＷ２２３０ＴＬ （東京ガ
ス（株）ブランド：型式Ｈ
Ｒ－Ｔ０２８Ｐ－ＭＣＣＨ
Ｌ ）

( 火災 )

A201800320

2018-0855

2018/08/18

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２６年）により、熱
交換器にほこりやすすが堆積し、給気不足によ
る燃焼不良になり、発生した未燃ガスに異常着
火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/08/30)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（ＬＰガス用）

髙木産業（株）（現　パー
パス（株））

ＴＰ－ＳＱ１６０Ｃ－１

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0101

A201800329

2018-0873

2018/08/28

(事故発生地)

青森県

　作業場で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/04)石油温風暖房機

（株）ナカトミ

ＳＨ－１７５ＥＸ

( 火災 )

A201800335

2018-0874

2018/06/10

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を破損する火災が発
生した。

　当該製品は、機器内部に滞留した未燃ガスが
再点火の際に引火して爆発したものと考えられ
るが、未燃ガスが滞留した原因が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/05)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

（株）ノーリツ

ＧＱ－２０３７ＷＳ－Ｔ

( 火災 )

A201800365

2018-0967

2018/09/08

(事故発生地)

佐賀県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品の熱交換器が空だき状態となったた
め、周辺の配線類が焼損した可能性が考えられ
るが、点火した経緯及びガス流動のメカニズム
については不明であり、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/19)開放式ガス瞬間湯沸器（
ＬＰガス用）

（株）ハーマン（全国農業
協同組合連合会ブランド）

ＹＲ５２８（全国農業協同
組合連合会ブランド：型式
ＺＹ５２８）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0102

A201800395

2018-1032

2018/09/26

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品を使用中、燃焼ポットの熱がポット
周囲に漏れていた灯油に着火して、出火したも
のと推定されるが、事故発生以前の使用状況が
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/10)石油ストーブ（密閉式）

（株）トヨトミ

ＦＦ－３５８

( 火災 )

A201800413

2018-1124

2018/10/11

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は空だき状態になったため、上部循
環パイプの連結ゴムが焼損したものと推定され
るが、空だき防止装置の作動状況が確認できな
かったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/18)ガスふろがま（都市ガス
用）

（株）ノーリツ

ＧＳ－１３０Ｄ

( 火災 )

A201800440

2018-1219

2018/10/24

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２４年）によって給
湯側熱交換器内部がすす等により閉塞し、燃焼
不良となっていた状態で給湯したため、排ガス
中に含まれる未燃ガスに給湯側熱交換器内部で
発生した火の粉が引火して、火災に至ったもの
と推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/01)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付ふろがま（ＬＰガス
用）

髙木産業（株）（現　パー
パス（株））

ＴＰ－ＳＰ２００ＳＺＲ－
１

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0103

A201800441

2018-1157

2018/10/17

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、定油面器からあふれた灯油が風
圧ホースと燃焼用送風機を経由して当該製品左
側下部に漏れて出火したものと考えられるが、
定油面器から灯油があふれた原因が不明である
こと、事故発生以前の使用状況が不明であるこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/02)石油ストーブ（密閉式、
床暖房機能付）

サンポット（株）

ＵＦＨ－６４９ＵＫＦ

( 火災 )

A201800464

2018-1286

2018/10/19

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を他社製のカセットこんろに
装着して使用中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。（A201800486
と同一事故）

　当該製品をカセットこんろに取り付けた際に
、当該製品のステムが傾いた状態で不完全な接
続となったため、接続部からガスが漏れ、カセ
ットこんろの火が引火した可能性が考えられる
が、焼損が著しく、事故発生時の詳細な状況が
不明のため、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/09)カセットボンベ

（株）千石（（株）グリー
ンウッドブランド）

ＣＢ－３Ｐ（（株）グリー
ンウッドブランド）

( 火災 )

A201800475

2018-1327

2018/11/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２６年）によって熱
交換器内部がすすの付着により異常燃焼が生じ
やすい環境になり、その状態で継続使用された
ため、高温の熱が電装基板内の配線類を燃焼さ
せ、発煙したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/15)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（ＬＰガス用）

髙木産業（株）（現　パー
パス（株））

ＴＰ－ＳＱ１６０Ｒ－１

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0104

A201800485

2018-1337

2018/10/28

(事故発生地)

東京都

　宿泊施設で当該製品を点火したところ
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のガバナ部の固定ねじが緩んでいた
ため、ガス漏れが生じた可能性が考えられたが
、事故発生時の詳細な状況が不明であり、当該
製品を確認できなかったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/11/20)カセットこんろ

（株）ニチネン

ＫＣ－３１６

( 火災 )

A201800503

2018-1390

2018/11/18

(事故発生地)

長野県

　施設で当該製品のスイッチを入れたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　当該製品内部からの出火の痕跡は認められず
、燃焼にも異常は認められなかったことから、
給気ホースが排気管と長期間接触した状態とな
り、給気ホースが着火したものと推定される。
　なお、設置説明書には、「給気ホースと排気
管が近接しないよう設置する。」、取扱説明書
には「給気ホースが排気管にあたっていないか
点検する。」旨の記載はなかった。

　再発防止策として、（株）長府製作所は
、現在の設置説明書には、「給気ホースと
排気管が近接しないよう設置する。」旨を
記載し、現在の取扱説明書には、「給気ホ
ースが排気管にあたっていないか点検する
。」旨を記載している。

(受付:2018/11/29)石油温風暖房機（密閉式
）

（株）長府製作所

ＳＨ－１１０

( 火災 )

A201800513

2018-1412

2018/11/22

(事故発生地)

奈良県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２４年）により、熱
交換器のフィン部に多量のすすが付着して閉塞
していたため、異常燃焼を生じて排ガス中に含
まれる未燃ガスに引火し、事故に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/03)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（都市ガス用）

（株）ノーリツ

ＧＱ－１６２ＡＷ－Ｔ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0105

A201800517

2018-1415

2018/11/21

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品に異常燃焼の痕跡が認められなかっ
たこと、プリント基板の１００Ｖライン近辺の
焼損が著しかったことから、長期使用（３３年
）に伴い基板端子ピン間等でトラッキング現象
が発生し、堆積していたほこり等に着火した可
能性が考えられるが、基板の焼損が著しく、事
故発生時の詳細な状況も不明なため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/03)石油温風暖房機（開放式
）

（株）コロナ

ＦＨ－Ｓ３２３ＤＸ

( 火災 )

A201800521

2018-1416

2018/11/24

(事故発生地)

熊本県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　電磁ポンプの制御弁に使用されているＯリン
グ（パッキン）が劣化して硬化、収縮したこと
により器具内に油漏れが発生し、漏れた灯油に
引火して火災に至ったものと考えられる。

　ＴＯＴＯ（株）は、事故の再発防止を図
るため、２００２年１０月２４日以降、複
数回にわたって新聞社告を行い、２００８
年にウェブサイトへの情報掲載を行うとと
もに、継続的に販売店やサービス店を通じ
て対象製品の有無を確認する等、対象製品
について無償改修（安定した材質のＯリン
グに交換）を実施している。また、全国石
油商業組合連合会及び全国石油業共済協同
組合連合会を通じて、４７都道府県の石油
商業組合及び石油組合に加盟している石油
販売事業者に協力を依頼し、灯油の納入先
にリコール対象製品がないか確認を行うな
ど、対象製品の改修促進を図っている。

(受付:2018/12/05)石油給湯機

ＴＯＴＯ（株）（製造：東
陶ユプロ（株）（解散））
（ネポン（株）ブランド）

ＲＰＨ３２Ｋ（ネポン（株
）ブランド：型式ＵＲ
３２０）

( 火災 )

A201800531

2018-1432

2018/11/27

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（２１年）により、熱
交換器にすすが詰まり、不完全燃焼を起こし、
火の粉が排気ガス中の未燃ガスに着火したため
、当該製品の排気口周辺が焼損したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/07)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯器（都市ガス用）

リンナイ（株）

ＲＵＸ－１６０６ＷＸ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0106

A201800544

2018-1482

2018/11/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品はグリル庫内に付着した油脂が発火
し、出火に至った可能性が考えられるが、詳細
な使用状況が不明であり、詳細な調査が実施で
きなかったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/13)ガスこんろ（都市ガス用
）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＩＣ－ＳＥ３００Ｂ－Ｒ

( 火災 )

A201800581

2018-1600

2018/12/21

(事故発生地)

北海道

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の焼損は著しく、左側バーナー部等
確認できない部品があったこと、事故発生時の
詳細な状況も不明なことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/27)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

（株）パロマ

ＰＡ－Ｎ４１Ｂ－Ｒ

( 火災 )

A201800628

2018-1706

2019/01/06

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（３７年）に伴い本体
外装底板が腐食して燃焼排気ガスが製品内部に
漏れ出していた状態で送油管ゴムホースが劣化
して灯油が製品内部に漏れ出したことにより、
事故発生当日に当該製品が稼働したことで、漏
れ出していた灯油が燃焼排気ガスの熱によって
気化して引火し、火災に至ったものと推定され
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/17)石油ふろがま

（株）長府製作所

ＣＫ－５

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0107

A201800647

2018-1590

2018/12/14

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の状況
が不明のため、製品起因か否かを含め、原因の
特定には至らなかった。

　（株）コロナは、当該型式品について、
なべ等をかけたまま放置して長時間空だき
になった場合に、なべ等からの放射熱の影
響で炎が大きくなり、放熱ネット（燃焼筒
上部の金網）にすすがたまって異常燃焼を
生じる可能性があることから、１９８５年
から放熱ネットの無償交換を実施してきた
。当該案件については、リコール事象であ
るか否かの特定には至らなかったところで
はあるが、(株)コロナとしては、製造終了
から約４０年経過しており、放熱ネットを
交換しても組付け側の燃焼筒をはじめ、他
の部品も経年劣化している可能性が十分考
えられることから、使用中止をお願いして
いるところである。

(受付:2019/01/22)石油こんろ

（株）コロナ

ＳＨ

( 火災 )

A201800658

2018-1776

2018/12/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品の内部部品を溶融する火災が
発生した。

　当該製品は、電装ユニット内部の水量制御駆
動用ＩＣに過電流保護回路が搭載されていなか
ったことから、水量制御器内部のモーターブラ
シの一部が折れて短絡状態となった際、過電流
が流れて異常発熱したため、ポッティング材が
焼損し、発煙したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/24)屋外式ガス給湯暖房機（
都市ガス用）

リンナイ（株）（東京ガス
（株）ブランド）

ＲＵＦＨ－Ｖ２４０３ＡＡ
（東京ガス（株）ブランド
：型式ＩＴ４２０３ＡＲＳ
２ＡＷ３ＱＵ）

( 火災 )

A201800716

2018-1877

2019/02/01

(事故発生地)

山梨県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損し、周辺を汚損する火災が発生し
ていた。

　当該製品は、長期使用（２５年）による着火
不良及び燃焼不良により発生した未燃ガスや未
燃灯油等にバーナーの火が引火し、出火に至っ
たものと推定されるが、使用者が事故発生の１
週間前からバーナー不着火等を示すエラーが発
生していたことを認識しながら使用を継続して
いたことも、事故発生に影響したものと考えら
れる。　なお、取扱説明書には、「バーナー不
着火を示すエラー発生時には、販売店に連絡す
る。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/13)石油給湯機付ふろがま

（株）コロナ

ＵＫＢ－３２０ＴＸ３（Ａ
）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0108

A201800724

2018-1911

2019/02/09

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の電磁弁に使用されているＯリング
（パッキン）が劣化して硬化、収縮し、器具内
に油漏れが発生したことから、漏れた灯油に引
火し、火災に至ったものと推定される。

　製造事業者である（株）ノーリツでは、
再発防止策として、２００２年１０月２４
日に新聞社告を掲載し、注意喚起を行うと
ともにＯＥＭ製品を含む対象商品について
無償改修を実施している。

(受付:2019/02/18)石油給湯機

（株）ノーリツ

ＯＱＢ－４０３ＹＳ

( 火災 )

A201800735

2018-1927

2019/02/01

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が負傷した。

　当該製品に異常燃焼の痕跡等の出火に至る異
常は認められなかったが、焼損が著しく、確認
できない部品があったこと、事故発生時の詳細
な状況が不明のため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/22)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＢ－３５６Ｔ

( 火災 )

A201800736

2018-1887

2019/02/09

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、事故発生時の状況
等が不明のため、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/22)石油ストーブ（密閉式）

（株）コロナ

ＦＦ－Ｖ３５ＭＣ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0109

A201800750

2018-1955

2019/02/11

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品のカートリッジタンクに給油
後、当該製品に戻す際に灯油がこぼれ、
建物を全焼、２棟を類焼する火災が発生
した。

　当該製品に出火の痕跡が認められないことか
ら、使用者が消火せずに給油し、カートリッジ
タンクを本体に入れる際にカートリッジタンク
の蓋が開いて灯油がこぼれ、燃焼中の本体に掛
かって事故に至ったものと推定されるが、蓋が
開いた原因が不明のため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/27)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－Ｅ２１０Ｙ

( 火災 )

A201800752

2018-1973

2019/01/26

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び建物を全焼する火災が発
生し、１名が死亡した。

　使用者が当該製品を消火しないままカートリ
ッジタンクを引き抜き、給油しようとした際に
灯油がこぼれて、火災に至ったものと推定され
るが、事故発生時の詳細な状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/28)石油ストーブ（開放式）

（株）コロナ

ＳＸ－２２６０

( 火災  死亡 )

A201800753

2018-1974

2019/01/29

(事故発生地)

宮城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の残存する部品に異常燃焼等の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、基板等
の部品の詳細が確認できなかったため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/02/28)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２５Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0110

A201800766

2018-1993

2019/02/25

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品に他社製のガスボン
ベを接続したところ、当該製品を焼損す
る火災が発生し、１名が火傷を負った。

　当該製品は、カセットボンベ接続部の樹脂製
部品の一部が折損しており、当該製品とカセッ
トボンベが斜めに装着されたため、接続部から
ガスが漏れ、点火操作によって漏れたガスに着
火して火災に至った可能性が考えられるが、事
故発生時の詳細な状況、樹脂製部品が折損した
時期及び原因が不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/05)ガストーチ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＴＣ－ＯＤ（岩谷産
業（株）ブランド）

( 火災 )

A201800769

2018-1994

2019/02/05

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品に接続されていたガス用ゴム管から
漏えいしたガスに引火し、焼損したものと推定
されるが、当該製品の確認ができなかったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/03/06)ガスこんろ（都市ガス用
）

パロマ工業（株）（現　（
株）パロマ）

ＩＣ－４８００ＣＢ

( 火災 )

A201900075

2019-0225

2019/04/06

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び建物を焼損する火災が発
生した。

　当該製品はガソリンの誤給油により出火に至
った可能性が考えられるが、焼損が著しく確認
できない部品があり、ガソリン成分が確認でき
ないことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/04/25)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－３２８Ｓ

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0111

A201700157

2017-0546

2017/06/02

(事故発生地)

東京都

　展示会で当該製品に着座中、座面と脚
部の接合部が外れ、転倒、負傷した。

　当該製品の座面と脚部の接合部のナット（亜
鉛合金ダイカスト）に、粒界腐食の原因となる
不純物の鉛及びすずがＪＩＳ規格値よりも多く
含有していたこと、粒界腐食を抑制するマグネ
シウムがＪＩＳ規格値の範囲を下回っていたこ
とから、材料不良による粒界腐食（結晶粒界に
沿って腐食が進行する現象）が発生して強度が
低下し、ナットが使用中の体重移動等の負荷に
よって破断して事故に至ったものと推定される
が、脚の構造も事故発生に影響したものと考え
られる。

　当該製品と同一型式の製品は２０１２年
に販売を終了しており、当該製品の後継機
種については、ボルトが緩まないように、
座面と脚部の接合方法の変更を行った。引
き続き同様の事故発生について注視してい
くとともに、必要に応じて対応を行うこと
とする。

(受付:2017/06/21)椅子

イケア・ジャパン（株）

４０１６２１９９

( 重傷 )

A201700580

2017-1790

2017/12/14

(事故発生地)

新潟県

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、当該製品の回転部（オーガ）に巻き
込まれた状態で発見され、死亡が確認さ
れた。

　調査の結果、○事故発見時、エンジンは掛か
った状態で、変速レバー及び左右のクラッチレ
バーは「中立」の位置に、駐車ブレーキ及びオ
ーガクラッチレバーは入っていたが、オーガが
回っていたかどうかは不明であった。○当該製
品は１９９６年製であり、デッドマンクラッチ
は搭載されていなかったが、引抜式セーフティ
スイッチ等の安全装置が搭載されていた。○事
故発見時、引抜式セーフティスイッチは、操作
パネルに付いた状態であった。○事故発生場所
で当該製品を後進させて斜面上で駐車ブレーキ
を掛けたところ前方向へ滑る現象が認められた
が原因は不明であった。○当該製品は、前進、
後進、停止動作及びオーガの上下動作に異常は
認められなかったが、旋回動作及び安全装置の
動作確認はできていなかった。●使用者が、エ
ンジンを停止せずに当該製品の前側に回り込ん
だ際、オーガに巻き込まれ、事故に至ったと推
定されるが、事故発生時の詳細な状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/15)除雪機（歩行型）

ヤナセ産業機器販売（株）

１１－２２ＨＳＴ

( 死亡 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0112

A201700608

2017-1849

2017/12/20

(事故発生地)

新潟県

　使用者（８０歳代）が当該製品を使用
中、当該製品の下敷きになった状態で発
見され、死亡が確認された。

　調査の結果、○事故現場の周囲には１ｍ以上
の積雪があり、事故現場である使用者宅玄関先
の平地を除雪している最中であった痕跡が認め
られ、玄関先から最寄りの道路までの坂道は除
雪されていなかった。○事故発見時、当該製品
は使用者の足から顔まで１ｍ以上乗り上げた状
態で停止していた。○当該製品の事故発生直後
の操作レバーは、変速レバーが「後進、最高速
（３段階中の３）」、走行クラッチが「切」の
位置にあり、本体稼働中であれば走行クラッチ
を「入」にすると最高速（３．４ｋｍ／ｈ）で
後進が始まる状態であった。○エンジンキーは
本体に差し込まれ、エンジンスイッチが「運転
」を指していたが、燃料は空になっていた。○
当該製品の後部操作パネルの下には、後進中の
当該製品の走行クラッチを「切」にさせて動作
を停止させる「後進時非常停止装置」という２
本のバーが取り付けられており、過去の雪上動
作試験では、当該製品を最高速で後進中に後進
時非常停止装置を作動させた場合、非常停止装
置の作動位置から約２０ｃｍ進んだ位置で完全
に停止した。○当該製品は廃棄されているため
、事故発生後に動作確認や整備状況の確認をす
ることができなかった。●当該製品の後進中に
使用者が転倒した際、当該製品のキャタピラに
使用者の体が巻き込まれ、後進時非常停止装置
が作動したときには既に使用者の顔の付近まで
当該製品が乗り上げていたことにより、事故に
至ったものと推定されるが、事故発生時の状況
が不明であり、当該製品の動作確認ができなか
ったことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/12/26)除雪機（歩行型）

フジイコーポレーション（
株）

ＦＳＲ１２３８ＤＣ

( 死亡 )

A201700706

2017-2074

2017/11/21

(事故発生地)

東京都

　当該製品を閉めたところ、当該製品の
ガラスが脱落し、左手を負傷した。

　当該製品は、鋼製の骨材に前後面から鋼板を
接着剤で接着することで剛性を確保する構造で
あり、骨材と鋼板の接着面がはく離して製品の
剛性が低下したために、開閉時に下面がドア枠
や地面に擦れて骨材に過負荷が掛かり、破断し
た結果、本体に大きなねじりが生じてガラスを
保持していた額縁材の部品が破損し、ガラスの
落下に至ったものと考えられる。

　再発防止措置として、ＹＫＫ　ＡＰ（株
）では、社内にて骨材の破断を確認した際
の対応を周知するとともに、交換専用のド
アを開発し、２０１８年１０月から発売し
た。また、２００３年１０月以降に生産し
た当該型式品については、鋼板と骨材をね
じ止めしているほか、現行機種は鋼板と骨
材をリベット締結している。また、
２００６年１１月から発売している後継機
種のガラス部分については、ガラスを保持
する額縁の固定方法をねじ止めに変更して
いる。

(受付:2018/01/29)ドア（玄関用）

ＹＫＫ　ＡＰ（株）

デュガードＴｙｐｅＭ

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0113

A201800100

2018-0298

2018/05/22

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　使用者がエンジンを停止させずに当該製品を
枯れ草の上に置いたことで高温のマフラーと排
気ガスにさらされた枯れ草が発火したものと推
定される。　なお、「エンジン部と排気ガスが
高温になるため可燃物との接触に注意する。」
旨の注意表示がなかったことも事故発生に影響
したものと考えられる。

　再発防止措置として、（株）丸山製作所
は、消費者への注意表示を見直し、取扱説
明書を改訂することとした。

(受付:2018/05/30)草刈機

（株）丸山製作所

ＢＫ２００

( 火災 )

A201800120

2018-0343

2018/05/11

(事故発生地)

埼玉県

　工事現場で当該製品を使用中、転落し
、負傷した。

　当該製品の支柱をロックする機構が十分な強
度を有していなかったため、当該機構を構成す
るロックピンが事故発生以前の使用で変形し、
さらにロックピンが変形した状態で使用した際
に支柱のロックが外れやすい不完全な状態にな
ってしまう構造であったことから、使用時の振
動等でロックが外れて一気に支柱が縮み、バラ
ンスを崩して転落したものと推定される。

　再発防止措置として、長谷川工業（株）
は２０１８年７月３０日より自主回収を行
っている。

(受付:2018/06/06)はしご（伸縮式、アルミ
ニウム合金製）

長谷川工業（株）

ＬＳ－５９

( 重傷 )

A201800133

2018-0387

2018/04/28

(事故発生地)

奈良県

　工事現場で当該製品を使用中、転落し
、左足を負傷した。

　当該製品の支柱をロックする機構が十分な強
度を有していなかったため、当該機構を構成す
るロックピンが事故発生以前の使用で変形し、
さらにロックピンが変形した状態で使用した際
に支柱のロックが外れやすい不完全な状態にな
ってしまう構造であったことから、使用時の振
動等でロックが外れて一気に支柱が縮み、バラ
ンスを崩して転落したものと推定される。

　再発防止措置として、長谷川工業（株）
は２０１８年７月３０日より自主回収を行
っている。

(受付:2018/06/11)はしご（伸縮式、アルミ
ニウム合金製）

長谷川工業（株）

ＬＳ－５９

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0114

A201800146

2018-0403

2018/05/05

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品から立ち上がろうとしたとこ
ろ、当該製品の可動部に右手指が挟まり
、負傷した。

　当該製品は足乗せ面に荷重が掛かるとフレー
ム交差部が狭くなる構造であることから、使用
者が当該製品のフレーム交差部付近に右手人差
し指を入れたまま着座した状態から立ち上がろ
うとした際、何らかの原因で再度足乗せ面に荷
重が掛かったため、指が挟まれたものと推定さ
れる。

　再発防止措置として、（株）カインズは
、２０１８年８月２７日から当該型式品及
び全く同じ構造であるが素材違いのもの（
デニム生地）の販売を中止し、また、
２０１８年８月３１日から既販品の自主回
収を行っている。今後販売する製品におい
ては、当該型式品の構造とは異なる設計と
する。

(受付:2018/06/15)足乗せ台（折りたたみ式
、オットマン）

（株）カインズ

ＧＹ

( 重傷 )

A201800214

2018-0260

2018/02/13

(事故発生地)

兵庫県

　店舗で当該製品を使用中、当該製品の
取っ手部分が破損し、左手を負傷した。

　当該製品は金属製パイプの先端に塩化ビニル
樹脂製の取っ手を取り付けたものであり、金属
製のパイプの先端が鋭利な状態であったこと、
取っ手の金属パイプへの固定が十分ではなかっ
たことから、先端を手のひらで押さえて脱水作
業を行った際に金属製パイプの先端が取っ手か
ら突き出し、手のひらを負傷したものと推定さ
れる。

　再発防止措置として、ロイヤルホームセ
ンター（株）は、２０１８年５月２６日よ
りリコールを行っている。

(受付:2018/07/19)モップ（回転式）

ロイヤルホームセンター（
株）

なし

( 重傷 )

A201800216

2018-0630

2018/07/00

(事故発生地)

静岡県

　当該製品に着座したところ、転倒し、
負傷した。

　当該製品の確認ができず、事故発生以前の詳
細な使用状況が不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/20)折りたたみ椅子

コクヨ（株）

不明

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0115

A201800231

2018-0654

2018/07/05

(事故発生地)

東京都

　工事現場で当該製品を使用中、転落し
、足を負傷した。

　当該製品の支柱をロックする機構が十分な強
度を有していなかったため、当該機構を構成す
るロックピンが事故発生以前の使用で変形し、
さらにロックピンが変形した状態で使用した際
に支柱のロックが外れやすい不完全な状態にな
ってしまう構造であったことから、使用時の振
動等でロックが外れて一気に支柱が縮み、バラ
ンスを崩して転落したものと推定される。

　再発防止措置として、長谷川工業（株）
は２０１８年７月３０日より自主回収を行
っている。

(受付:2018/07/24)はしご（伸縮式、アルミ
ニウム合金製）

長谷川工業（株）

ＬＳ－５９

( 重傷 )

A201800289

2018-0772

2018/07/23

(事故発生地)

新潟県

　当該製品に着座し、左から右の座面に
移動をしようとしたところ、臀部を負傷
した。

　当該製品は、リクライニング機構の角度調整
ギヤが座面より約８０ｍｍ上部にあり、角度調
整ギヤ部分を覆っている保護材が十分ではなか
ったことから、座面に手をついて着座位置を変
えようとした際、角度調整ギヤ部分に着座し、
事故に至ったものと推定される。

　再発防止措置として、（株）ニトリは、
２０１８年８月６日に販売を中止し、今後
の製品については、リクライニング機構の
角度調整ギヤ部分を厚手のウレタンフォー
ム等でずれないようにカバーする仕様とし
た。また、引き続き同様の事故発生につい
て注視していくとともに、必要に応じて対
応を行うこととする。

(受付:2018/08/13)椅子

（株）ニトリ

ドクリツリクライニングソ
ファザイス　ツイン

( 重傷 )

A201800411

2018-1125

2018/08/18

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品に着座中、左後部の脚部が曲
がり、転倒し、負傷した。

　当該製品は、着座するごとに後脚の湾曲部に
作用する曲げ応力により、左後脚と梁とを接合
しているねじ付近において、竹の繊維に沿って
繊維同士の結合力が長期にわたって徐々に低下
していき、事故発生時に破断したものと推定さ
れるが、当該型式品の強度、構造及び当該製品
の詳細な使用状況が不明のため、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/10/18)椅子

イケア・ジャパン（株）

０００８７７５３

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0116

A201800519

2018-1417

2018/11/03

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品に着座中、当該製品が破損し
、転倒、左足を負傷した。

　当該製品は、サポートレールと座面下の接合
部に塗布する接着剤の塗布量が不十分で、接着
剤が塗布されていない箇所があったことから、
着座中の荷重によりサポートレールが脱落した
ものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/12/04)折りたたみ椅子

イケア・ジャパン（株）

２０４９２６

( 重傷 )

A201800767

2018-1996

2019/01/24

(事故発生地)

香川県

　工事現場で当該製品を使用中、転落し
、負傷した。

　当該製品の支柱をロックする機構が十分な強
度を有していなかったため、当該機構を構成す
るロックピンが事故発生以前の使用で変形し、
さらにロックピンが変形した状態で使用した際
に支柱のロックが外れやすい不完全な状態にな
ってしまう構造であったことから、使用時の振
動等でロックが外れて一気に支柱が縮み、バラ
ンスを崩して転落したものと推定される。

　再発防止措置として、長谷川工業（株）
は２０１８年７月３０日より自主回収を行
っている。また、後継品についてはロック
機構の強度改良、ロック状態の視認性改良
を行った。

(受付:2019/03/05)はしご（伸縮式、アルミ
ニウム合金製）

長谷川工業（株）

ＬＳ－３９

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0117

A201700392

2017-1352

2016/12/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品の充電器を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品を入手できなかった
。○当該製品の充電器の二次側コードのプロテ
クター先端付近が焼損していた。○使用者は、
充電器にコードを巻き付けて保管していた。●
当該製品は、充電器の二次側コードのプロテク
ター先端付近に屈曲や引っ張り等の応力が加わ
って芯線が断線しスパークしたものと推定され
るが、当該製品の確認ができないため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/02)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－３５３ａ
ｓｓｉｓｔ

( 火災 )

A201700393

2017-1353

2016/12/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品のバッテリーを充電したとこ
ろ、当該製品の充電器を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、○当該製品を入手できなかった
。○当該製品の充電器の二次側コードのプロテ
クター先端付近が焼損していた。○使用者は、
充電器にコードを巻き付けて保管していた。●
当該製品は、充電器の二次側コードのプロテク
ター先端付近に屈曲や引っ張り等の応力が加わ
って芯線が断線しスパークしたものと推定され
るが、当該製品の確認ができないため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/02)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－３５６ａ
ｓｓｉｓｔ

( 火災 )

A201700394

2017-1354

2017/05/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品の充電器を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品を入手できなかった
。○当該製品の充電器の二次側コードのプロテ
クター先端付近が焼損していた。○使用者は、
充電器にコードを巻き付けて保管していた。●
当該製品は、充電器の二次側コードのプロテク
ター先端付近に屈曲や引っ張り等の応力が加わ
って芯線が断線しスパークしたものと推定され
るが、当該製品の確認ができないため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/02)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－３５６ａ
ｓｓｉｓｔ

( 火災 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0118

A201700512

2017-1628

2014/10/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、ハンドルが破損し
転倒、左肩を負傷した。

　調査の結果、○当該製品は事故後に修理され
てから約３年が経過していた。○破損した部品
の詳細やその破損状況については不明であり、
破損した部品自体も確認できなかった。○当該
製品の車輪やフレームには幾つかの傷が認めら
れたが、いつ生じたものであるかは特定できな
かった。●当該製品は事故発生時の状態が失わ
れており、破損した部品の詳細も特定できない
ことから、具体的な調査ができず、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/11/17)自転車

（株）ジャイアント

ＣＩＴＹ－ＳＴＯＲＭ（
２００７年モデル）

( 重傷 )

A201700615

2017-1896

2017/12/18

(事故発生地)

茨城県

　当該製品で走行中、当該製品のクラン
ク軸が破損し、左足を負傷した。

　当該製品は、クランク軸の製造工程において
残留水素を十分に取り除けていなかったことか
ら、水素脆化によりクランク軸表面に亀裂が生
じ、亀裂が起点となって疲労亀裂及び水素脆化
が進み、破断に至ったものと推定される。

　再発防止措置として（株）エンドウ商事
は、２０１８年１月２２日付で店頭告知、
３月８日よりＤＭを使用者に送付し、クラ
ンク軸の交換を行っている。また、製造工
程の変更も行った。

(受付:2017/12/28)自転車

（株）エンドウ商事

ＳＴ－ＤＣＩＣＰ７６Ｋ

( 重傷 )

A201700758

2017-2293

2016/12/13

(事故発生地)

千葉県

　当該製品で走行中、転倒し、左手指を
負傷した。

　当該製品の泥よけが、泥よけの変形が操縦を
妨げないことを規定するＪＩＳ　Ｄ　９４１１
の９．２の基準を満たしていなかったため、何
らかの理由で泥よけ体に荷重が掛かり後輪タイ
ヤに接触した泥よけ体が巻き込まれて後輪がロ
ックされ、転倒したものと推定される。

　再発防止措置として、（株）あさひは、
今後樹脂製の泥よけ体を使用する車種につ
いては、泥よけ体の固定方法を変更する等
により、ＪＩＳの基準を満たす設計に変更
する予定である。

(受付:2018/02/22)自転車

（株）あさひ

アルエットＳ－Ｈ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0119

A201700770

2017-2319

2018/01/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品の充電器を焼損する火災が発生した
。

　調査の結果、○当該製品は、充電器からバッ
テリーまでのコード被覆がはがれていた。○当
該製品の確認ができず、詳細な使用状況も確認
できなかった。●当該製品の確認ができず、詳
細な使用状況も不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/26)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－２０６ａ
ｓｓｉｓｔ－２０Ｘ－
２０７４

( 火災 )

A201700790

2017-2373

2018/01/31

(事故発生地)

東京都

　店舗の入口前で使用者（７０歳代）が
当該製品で走行中、段差から転落し、負
傷した。

　当該製品に事故につながる異常は認められな
いことから、レンタル時に提供される製造事業
者作成の「初めてお使いいただく方へ（補助資
料）」に、実用登坂角度を超える上り坂やモー
ターに重負荷がかかった時にブザーが鳴動する
ことの注意表示がなく、口頭説明もなかったた
め、使用者が当該製品で実用登坂角度を超える
スロープを走行中に、初めて聞くブザー音に慌
てて操作を誤って事故に至ったものと推定され
るが、ブザー鳴動については補助資料と一緒に
渡している取扱説明書に記載されており、使用
者がレンタル業者から取扱説明書を読むよう指
導されていたにもかかわらず、読んでいなかっ
たことも事故発生に影響したものと考えられる
。

　再発防止策として、ヤマハ発動機（株）
は、レンタル店・販売代理店に対して、エ
ラー発生時にブザーが鳴動することに関す
る口頭説明をするよう、改めて指導を行う
こととした。

(受付:2018/03/06)電動車いす（ジョイステ
ィック形）

ヤマハ発動機（株）

Ｘ０Ｆ５

( 重傷 )

A201800006

2018-0040

2018/03/25

(事故発生地)

千葉県

　当該製品で走行中、右ペダルが抜け、
転倒し、負傷した。

　当該製品のペダルは、舌付きワッシャー及び
外側ナットが正しく取り付けられていない不良
品が出荷されたため、走行によるペダル体の回
転に伴いナットが緩んだことで、ペダル体が脱
落したものと推定される。

　他に同様の不良（ナットの緩み）は発生
していないが、引き続き注視していくとと
もに、必要に応じて対応を行うこととする
。

(受付:2018/04/04)自転車

ホダカ（株）

ＮＥ－１８－００４

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0120

A201800250

2018-0549

2018/07/16

(事故発生地)

広島県

　店舗の駐輪場で当該製品のバッテリー
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムイオン電池セルが異常発熱して出火したもの
と推定されるが、焼損が著しく、異常発熱した
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/07/30)電動アシスト自転車

ブリヂストンサイクル（株
）

ＡＥＳ７２６

( 火災 )

A201800292

2018-0769

2018/07/18

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、当該製品の前ホー
クが破断し、転倒、負傷した。

　当該製品は、前ホークの破断部に図面では指
示されていない穴が開けられていたことから、
後方の穴から前方の穴に向けて亀裂が生じ、事
故に至ったものと推定される。

　再発防止措置としてサイクルヨーロッパ
ジャパン（株）は、２０１９年２月２７日
から無償点検を開始し、前ホークのステア
リングコラムの貫通穴が設計以外の位置に
開いているものがあれば、ホークの交換を
行うこととした。

(受付:2018/08/15)自転車

サイクルヨーロッパジャパ
ン（株）

Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉ　１２

( 重傷 )

A201800353

2018-0940

2018/08/03

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、当該製品のハンド
ルがロックし、転倒、負傷した。

　当該製品は、ハンドル錠の外郭破損後も走行
可能であり、ロックレバーが走行中の振動等で
ハンドルをロックする状態が起こり得る構造で
あったこと、ハンドル錠が破損してもインジケ
ーターが解錠状態であることを示す「青色」が
表示され、使用者がハンドルロック部の破損を
看過する可能性がある構造であったこと、ハン
ドル錠が破損した状態で走行した際の危険性が
十分周知されていなかったことから、事故に至
ったものと推定されるが、使用者が乗車前点検
を十分に行っていなかったことも事故発生に影
響したものと考えられる。

　再発防止措置として、ヤマハ発動機（株
）は、２０１５年５月以降、消費者がハン
ドルロック故障時に、修理をせずに継続使
用された場合の安全性を考慮した部品改良
を行っている。また、２０１５年７月～
２０１６年７月、ハンドル錠の外郭が破損
した状態で使用し続けた場合の危険性、乗
車前点検及び定期点検の重要性について掲
載したハンドブックを作成し既購入者へ送
付している。２０１５年７月には事業者Ｈ
Ｐへも掲載し、注意喚起を行っている。引
き続き同様の事故発生について注視してい
くとともに、必要に応じて対応を行うこと
とする。

(受付:2018/09/12)電動アシスト自転車

ヤマハ発動機（株）

Ｘ５６３－１４２６４７４

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0121

A201800362

2018-0969

2018/03/16

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で走行中、前輪がパンクし、
転倒、負傷した。

　当該製品は前輪チューブがタイヤとリムに挟
まれる組付不良があったため、走行中にチュー
ブの一部がタイヤから外に露出し、パンクに至
ったものと推定される。

　（株）カインズは、引き続き同様の事故
発生について注視していくとともに、必要
に応じて対応を行うこととする。　なお、
チューブ組付け時の注意事項を社内通達に
て配信し注意喚起を行い点検を強化した。

(受付:2018/09/18)自転車

（株）カインズ

Ｇ６　ＤＢＬ

( 重傷 )

A201800375

2018-1001

2018/08/10

(事故発生地)

大分県

　当該製品で走行中、上パイプ及び下パ
イプが破断し、転倒、負傷した。

　当該製品の寸法や強度等に異常は認められず
、詳細な使用状況が不明であることから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/25)自転車

（株）あさひ

ＷＥＥＫＥＮＤＢＩＫＥＳ
－Ｆ

( 重傷 )

A201800379

2018-1020

2018/09/12

(事故発生地)

新潟県

　当該製品で走行中、ハンドルの付け根
の部品が破損し、転倒、右手指を負傷し
た。

　当該製品のハンドルステムの破面に高温割れ
を示す凝固割れが認められたことから、熱処理
時の高温環境下で亀裂が発生し、乗車中に亀裂
が進展し、当該製品で走行中に段差に乗り上げ
た衝撃で破断したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/09/27)折りたたみ自転車

パール金属（株）

ＹＧ－０２２８

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0122

A201700433

2017-1434

2017/07/14

(事故発生地)

長野県

　車両内で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。（A201700604と同一
事故）

　調査の結果、○事故発生当時、当該製品、同
型品及び他社製バッテリーは乗用車で運搬中で
あり、充放電はされていなかった。○当該製品
は樹脂製外郭が焼失していた。○当該製品のリ
チウムイオン電池セルの缶体に亀裂が生じ、内
部の電極に変形が認められた。○同型品及び他
社製バッテリーに出火の痕跡は認められなかっ
た。●当該製品のリチウムイオン電池セルが異
常発熱して焼損したものと考えられるが、事故
発生以前の使用状況等が不明のため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/10/17)バッテリー（リチウムイ
オン、電動リール用）

グローブライド（株）

ＢＭ２６００

( 火災 )

A201700564

2017-1765

2017/11/21

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品に携帯電話機を接続して充電
中、当該製品を焼損する火災が発生した
。

　当該製品は、異極の電極板の接触を防止する
構造が不十分であったため、電池の着脱等の外
力によって端子板が動き、異極間が短絡して発
熱し、発煙、出火に至ったものと推定される。

　輸入事業者である（株）センチュリーは
、事故の再発防止を図るため、２０１８年
（平成３０年）２月５日付けでホームペー
ジに情報を掲載し、対象製品について無償
で製品交換を実施している。

(受付:2017/12/11)充電器（モバイル機器用
、乾電池式）

（株）センチュリー

ＤＫ４－ＣＭ

( 火災 )

A201700718

2017-2124

2017/12/29

(事故発生地)

神奈川県

　係留中の船内で当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の樹脂製外郭が焼失
していた。○保護基板が焼損しており、基板の
一部が欠損していたものの、残存していた銅箔
パターンに溶融痕等の出火の痕跡は認められな
かった。○４本のリチウムイオン電池セルのう
ち、１本の缶体に亀裂が認められたものの、電
解液の噴出等、内圧上昇による破裂の痕跡は認
められなかった。○保護基板と電池セル間の配
線及びコネクター端子の一方が確認できなかっ
た。●当該製品の詳細な使用状況は不明であり
、焼損が著しく確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/02/05)バッテリー（リチウムイ
オン、電動リール用）

グローブライド（株）

ＢＭ２６００

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0123

A201800059

2018-0172

2018/04/09

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品のバッテリーを充電中、当該
製品の充電器を焼損する火災が発生した
。

　当該製品は、充電器の二次側コードのプロテ
クター部分で被覆が破れて芯線が短絡し、バッ
テリーの回路に逆流防止対策がなされていなか
ったため、バッテリー側から二次側コードに短
絡電流が流れて異常発熱し、被覆が全体的に焼
損したものと推定されるが、焼損が著しく、二
次側コードが短絡した原因の特定には至らなか
った。

　再発防止策として、日本タイガー電器（
株）は、２０１８年６月より当該製品と同
じバッテリー・充電器をセッティングした
自転車を購入した消費者へ連絡をし、逆流
防止対策がなされているバッテリー及び充
電器の交換を行った。

(受付:2018/05/14)電動アシスト自転車

日本タイガー電器（株）

Ｂｉｃｙｃｌｅ－２０６ａ
ｓｓｉｓｔ－２０Ｘ－
２０５７

( 火災 )

A201800135

2018-0385

2018/05/30

(事故発生地)

宮城県

　事務所で当該製品を充電中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内のリチウム
イオン電池セルが異常発熱して出火に至ったも
のと推定されるが、焼損が著しいことから、電
池セルが異常発熱した原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2018/06/12)バッテリー（リチウムイ
オン、無線機用）

トーカドエナジー（株）（
アイコム（株）ブランド）

ＢＰ－２２０Ｎ（アイコム
（株）ブランド）

( 火災 )

A201800183

2018-0507

2018/06/23

(事故発生地)

宮城県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池セルが内部短
絡して出火したものと考えられるが、焼損が著
しく、内部短絡した原因の特定には至らなかっ
た。

　輸入事業者である（株）スカイブルーは
、事故の再発防止を図るため、２０１５年
（平成２７年）４月２８日付けでホームペ
ージに情報を掲載し、対象バッテリーの無
償交換を実施している。

(受付:2018/07/05)バッテリー（リチウムイ
オン、草刈機用）

（株）スカイブルー

ＢＰ－７２ＡＬ

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0124

A201800223

2018-0657

2018/07/00

(事故発生地)

三重県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、電動リールに直接接続される樹
脂製コネクターの強度が不足していたため、使
用中に加わる外力により、コネクターに亀裂が
生じて内部に海水が浸入し、内部のリチウムイ
オン電池セルが異常発熱して、出火に至ったも
のと推定される。

　グローブライド（株）は、事故の再発防
止を図るため、２０１９年３月４日付けで
ホームページに情報を掲載するとともに、
当該製品を含む対象機種について、無償で
交換を実施している。

(受付:2018/07/23)バッテリー（リチウムイ
オン、電動リール用）

グローブライド（株）

ＢＭ２６００Ｎ

( 火災 )

A201800229

2018-0660

2017/12/04

(事故発生地)

愛知県

　当該製品の充電器に他のバッテリーを
接続して充電中、当該製品の充電器及び
周辺を焼損する火災が発生した。（
A201800228と同一事故）

　当該製品の充電器を用いて旧型式バッテリー
の充電を行ったため、当該製品の充電器の出力
プラグを旧型式バッテリーの出力端子に接続し
てしまい、旧型式バッテリー内部のリチウムポ
リマー電池セルが過充電となって出火したもの
と推定される。　なお、取扱説明書には、「充
電器は当該製品以外は充電しない。液漏れ、発
熱、発煙のおそれがある。」旨、記載されてい
るが、旧型式バッテリーは出力端子と異なる充
電用の入力端子が設けられていたのに対し、当
該製品は出力端子に充電器の出力プラグを接続
して充電する構造であり、かつ出力端子の形状
が旧型式バッテリーと同一形状であったため、
容易に接続できる状態であったことも、事故発
生に影響したものと考えられる。

　輸入事業者である八洲電業（株）は、事
故の再発防止を図るため、２０１８年１２
月１日から、当該製品及び旧型式バッテリ
ーを両方購入した使用者に対し、個別連絡
を行うとともに、当該製品及び充電器を含
む付属品の回収を実施している。

(受付:2018/07/23)バッテリー（リチウムポ
リマー、電動リール用）

八洲電業（株）

ＦＣＷ１５Ａ

( 火災 )

A201800261

2018-0721

2018/07/11

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を履いて歩行中、転倒し、左
足を負傷した。

　当該製品は、中底とソールを固定する接着強
度を上げる処理液の塗布量が不足していたため
に十分な接着強度が得られず、使用時に接着面
が外れたため使用者がバランスを崩して転倒し
たものと推定される。

　（株）田中義は再発防止措置として、
２０１８年８月７日よりリコールを行って
いる。

(受付:2018/08/02)サンダル

（株）田中義（（株）ニッ
センブランド）

ａｃｑｕａ　ｃａｌｄａ（
（株）ニッセンブランド）

( 重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0125

A201800270

2018-0735

2018/04/13

(事故発生地)

大阪府

　学校で当該製品の蓋を開けようとした
ところ、左手指を負傷した。

　当該製品は、金属蓋の中央をくり抜き、裏側
から透明な樹脂がはめ込まれて内部が見える構
造であり、透明な樹脂を指で押さえるとたわん
で金属蓋との境目に隙間を生じ、さらにくり抜
かれた金属蓋の縁に適切な加工処理が行われて
いなかったため、隙間に挟まった親指の先端が
切れたものと推定される。

　（株）サン宝石は再発防止措置として、
輸入及び販売を中止し、販売会社が主体と
なって２０１８年８月１０日より自主回収
を実施している。

(受付:2018/08/07)筆箱

（株）サン宝石（（株）大
創産業ブランド）

ＣＲＩＳＰ（（株）大創産
業ブランド）

( 重傷 )

A201800404

2018-1115

2018/09/26

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用しようとハンドルを起
こしたところ、ハンドルと荷台の隙間に
指を挟み、負傷した。

　当該製品は、荷台積載面後端部に指を掛けら
れる溝があり、ハンドルを開いた際にハンドル
根元部の横ざんで当該溝の隙間が埋まって指を
挟み込む構造であったため、使用者が荷台積載
面後端部を持ち、指が溝にかかっている状態で
ハンドルを開いたため、指を挟み、事故に至っ
たものと推定される。

　再発防止措置として、アルインコ（株）
はホームページ上で注意喚起を行うほか、
現行品については取扱説明書の改訂、本体
に注意表示ラベルの追加を行う。また、販
売店に向けて注意喚起の書面を配布し周知
してもらうとともに、消費者宅が特定でき
る場合は注意喚起の書面を直接郵送するこ
ととした。後継機種については、安全対策
を施した仕様に改良していく予定である。

(受付:2018/10/15)四輪台車

アルインコ（株）

ＫＨＦ１００

( 重傷 )

A201800617

2018-1123

2018/10/18

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が火傷を
負った。

　当該製品は、内部のリチウムイオン電池セル
が内部短絡したため、異常発熱して出火したも
のと推定されるが、電池セルの焼損が著しく、
内部短絡が生じた原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2019/01/11)バッテリー（リチウムイ
オン、ストロボ用）

（株）ケンコープロフェシ
ョナルイメージング

ＢＴ４５００

( 火災  重傷 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0126

A201800780

2018-2024

2019/02/08

(事故発生地)

愛知県

　駐車場で当該製品を使用しようとハン
ドルを起こしたところ、ハンドルと荷台
の隙間に左手指を挟み、負傷した。

　当該製品は、荷台積載面後端部に指を掛けら
れる溝があり、ハンドルを開いた際にハンドル
根元部の横ざんで当該溝の隙間が埋まって指を
挟み込む構造であったため、使用者が荷台積載
面後端部を持ち、指が溝に掛かっている状態で
ハンドルを開いたことで、指を挟み、事故に至
ったものと推定される。

　再発防止措置として、アルインコ（株）
はホームページ上で注意喚起を行うほか、
現行品については取扱説明書の改訂、本体
に注意表示ラベルの追加を行う。また、販
売店に向けて注意喚起の書面を配布し周知
してもらうとともに、消費者宅が特定でき
る場合は注意喚起の書面を直接郵送するこ
ととした。後継機種については、安全対策
を施した仕様に改良していく予定である。

(受付:2019/03/08)四輪台車

アルインコ（株）

ＫＨＦＢ１００

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0127

A201800130

2018-0366

2018/04/02

(事故発生地)

不明

　当該製品を組み立てていたところ、首
を可動部に挟み、負傷した。

　当該製品に異常は認められないことから、使
用者が設置作業を１人で行っていた際に転倒し
、稼働する脚部が折り畳まれた際にできる脚サ
イドバーと天板との間に身体を挟まれたものと
推定される。　なお、使用者は子供（７歳）で
あり、設置作業を１人で行っていたところ、当
該製品は設置、移動方法等の本体表示がなく、
取扱説明書には「２人以上で設置等を行う。」
旨が記載されているが、安全に設置するために
大人が設置等を行う旨が記載されていなかった
ことも事故発生に影響したものと考えられる。

　再発防止措置として、（株）ジャパーナ
は、販売店にある在庫品及び２０１８年６
月以降に生産する製品に「設置、移動の際
は必ず大人２人以上で行う。」等の注意喚
起シール（本体表示）を貼付し、さらに
２０１８年７月以降生産する製品について
は挟まれた箇所に頭部が入らないよう構造
を変更している。

(受付:2018/06/01)卓球台

（株）ジャパーナ

ＮＢＬコクサイ１６

( 重傷 )

A201800251

2018-0705

2018/07/14

(事故発生地)

福岡県

　施設で使用者（７０歳代）が当該製品
の座席の高さを調整中、座席と調節レバ
ーとの間に指を挟み、左手指を負傷した
。

　当該製品は、座席高さの調節レバー操作時に
調節レバーと座席との間に手指を挟む隙間があ
る構造であったことから、使用者が座面から腰
を浮かさずに座席高さの調節レバーを操作した
際、座席と調節レバーの間に左手指を挟んだ状
態で座席が最下部まで急激に下がったため、手
指を負傷したものと推定される。

　再発防止措置としてセノー（株）は、
２０１８年９月１３日付けでリコールを開
始し、調整レバー部品の交換を行い、全数
対応を終えた。

(受付:2018/07/30)運動器具（エクササイズ
用）

セノー（株）

ＢＫ１８００

( 重傷 )

A201800469

2018-1175

2018/10/16

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を充電中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、内部のリチウムイオン電池セル
が内部短絡したため、異常発熱して出火したも
のと推定されるが、電池セルの焼損が著しく、
内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　再発防止措置として、（株）リンクは、
２０１７年１２月２４日より自主回収を行
っている。引き続き同様の事故発生につい
て注視していく。

(受付:2018/11/13)ラジオコントロール玩具

（株）リンク

なし

( 火災 )



　製品区分：　010.繊維製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0128

A201600721

2016-2323

2017/01/20

(事故発生地)

香川県

　当該製品を床に置き掃除後、当該製品
を移動したところ、当該製品を置いてい
た床面で転倒し、手首を負傷した。

　調査の結果、○当該製品の外観に変色、液体
の付着等の異常は認められなかった。○滑り性
試験（ＪＩＳ　Ａ　１４５４「高分子張り床材
試験法」）の結果、当該製品は同等品と比較し
て滑りやすくなる傾向は認められなかった。○
当該製品は、使用時に滑りにくくするための樹
脂加工を裏面にしており、金属板に樹脂部をこ
すり付けたところ、樹脂成分の付着が認められ
た。○床面はフローリングであったが、事故発
生時の状態は不明であった。●当該製品は、滑
り性試験の結果で滑りやすくなる傾向は認めら
れなかったが、製品裏面の樹脂が床面に付着し
て影響した可能性も考えられ、事故発生時の詳
細な状況が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/27)トイレマット

（株）ディノス・セシール

ＣＧ－２５２

( 重傷 )


